
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年度
 

第138回 日商簿記試験対策 
 

ラストスパート模試 

 

 
 

商 業 簿 記・会 計 学 

(午前９時開始 制限時間 １時間30分) 
 
 
 
 
 
 
 

(実際の試験では以下の文言が記載されています。) 

受験者への注意事項 

１．答案用紙は、持ち帰りできませんので必ず提出してください。持ち 

帰った場合は失格となり、以後の受験をお断りする場合があります。 

２．答えは定められたところにていねいに書いてください。 

３．答案の記入にあたっては、黒鉛筆または黒シャープペンを使用して 

ください。 

 
 

 

 

 
 
  

受験 
番号 

         
(禁無断転載) 

1 級 －Ⅰ 
第

１

予

想

答
案
用
紙

http://www.net-school.co.jp/
©Net-School 

 商  業  簿  記  
     

商・会 1 - 1  

問題（25点） 

 Ｐ社は、Ａ社およびＢ社を子会社とし、Ｃ社を関連会社として連結財務諸表を作成している。下記の資料にも

とづき、以下の設問に答えなさい。 

問１ Ｐ社の当期(×５年４月１日から×６年３月31日)の連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変

動計算書を作成しなさい。 

問２ Ｐ社の当期の連結包括利益計算書におけるその他の包括利益の金額を計算しなさい。 

 

 [解答上の注意] 

１ 連結上生じる修正については税効果を考慮(のれんを除く)することとし、法定実効税率は毎期40％とする。

繰延税金資産と繰延税金負債は相殺せず、また、長期・短期は区別しない。 

２ のれんは発生年度の翌年度より10年間にわたって毎期均等額を償却する。 

３ 期中および期末における会計処理は、未達取引を除き適切である。 

 

[資 料] 

１ Ｐ社、Ａ社およびＢ社の当期(×６年３月期)における個別財務諸表 

                     (単位 Ｐ社およびＡ社：千円、Ｂ社：千ドル) 

  貸 借 対 照 表 

資 産 Ｐ 社 Ａ 社 Ｂ 社 負債・純資産 Ｐ 社 Ａ 社 Ｂ 社 

現 金 預 金 277,340 43,000 105 買 掛 金 88,000 29,000 200

売 掛 金 120,000 60,000 250 長 期 借 入 金 20,000 10,000 600

商 品 110,000 52,000 300 繰延税金負債 － 1,800 －

繰延税金資産 26,000 － － そ の 他 負 債 62,240 21,600 －

備 品 51,000 30,000 400 貸 倒 引 当 金 3,160 1,600 5

土 地 500,000 153,900 1,550 資 本 金 1,000,000 200,000 1,000

長 期 貸 付 金 90,000 20,000 － 利 益 剰 余 金 360,000 126,700 800

Ａ 社 株 式 203,100 － － その他有価証券評価差額金 － 2,700 －

Ｂ 社 株 式 128,000 － －    

Ｃ 社 株 式 27,960 － －    

その他有価証券 － 34,500 －    

 1,533,400 393,400 2,605  1,533,400 393,400 2,605

 
 

  損 益 計 算 書 

費 用 Ｐ 社 Ａ 社 Ｂ 社 収 益 Ｐ 社 Ａ 社 Ｂ 社 

売 上 原 価 498,000 186,000 2,100 売 上 高 711,000 280,000 3,000

販売費及び一般管理費 59,000 15,600 410 受 取 利 息 1,000 900 －

貸倒引当金繰入 800 600 2 受 取 配 当 金 30,000 2,700 －

減 価 償 却 費 12,000 3,000 80 固定資産売却益 2,500 5,700 100

支 払 利 息 5,300 1,200 8 そ の 他 収 益 100 1,100 －

法人税、住民税及び事業税 70,800 35,200 200 法人税等調整額 3,000 1,200 －

当 期 純 利 益 101,700 50,000 300    

 747,600 291,600 3,100  747,600 291,600 3,100
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平成 26 年度
 

第138回 日商簿記試験対策 
 

ラストスパート模試 

 

問 題 用 紙 
 

工 業 簿 記・原 価 計 算 

(商業簿記・会計学終了、休憩後開始 制限時間 １時間30分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

解答は、すべて答案用紙に記入して必ず提出してください。

(禁無断転載) 

1 級 －Ⅱ 
第

１

予

想

http://www.net-school.co.jp/
©Net-School 

受験 
番号 

         平成26年度 ラストスパート模試・第 1 予想

第138回対策 答案用紙 

 
生年月日      .  .  

           

           

 1  級 ① 

 商 業 簿 記  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

  
連 結 貸 借 対 照 表 

×６年３月31日            (単位：千円) 

資 産 金  額 負債・純資産 金  額 

現 金 預 金   331,260 買 掛 金  

売 掛 金 長 期 借 入 金  

商 品 そ の 他 負 債   83,840 

繰 延 税 金 資 産 繰 延 税 金 負 債  

備 品 貸 倒 引 当 金  

土 地 資 本 金  

長 期 貸 付 金 利 益 剰 余 金  

の れ ん その他有価証券評価差額金  

Ｃ 社 株 式 為替換算調整勘定  

そ の 他 有 価 証 券 34,500 少 数 株 主 持 分  

   

 
連 結 損 益 計 算 書 

自×５年４月１日  至×６年３月31日      (単位：千円) 

費 用 金  額 収 益 金  額 

売 上 原 価 売 上 高  

販売費及び一般管理費   116,420 受 取 利 息  

貸 倒 引 当 金 繰 入 受 取 配 当 金  

減 価 償 却 費 持分法による投資利益  

の れ ん 償 却 額 固 定 資 産 売 却 益  

支 払 利 息 そ の 他 収 益   1,200 

法人税、住民税及び事業税   126,400   

少 数 株 主 利 益 法 人 税 等 調 整 額  

当 期 純 利 益  

  

 
連結株主資本等変動計算書 

自×５年４月１日  至×６年３月31日        (単位：千円)

 株 主 資 本 その他の包括利益累計額 
少数株主持分

 資 本 金 利益剰余金 その他有価証券評価差額金 為替換算調整勘定 

当期首残高   

当期変動額   

 剰余金の配当   

 当期純利益   
 株主資本以外の項目 

  
 の当期変動額 

当期変動額合計   

当期末残高   

問２ 連結包括利益計算書のその他の包括利益 

その他有価証券評価差額金 ( ) 千円  
  
為替換算調整勘定 ( ) 千円  

問１ 

(          )
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受験 
番号 

         平成26年度 ラストスパート模試・第 1 予想

第138回対策 答案用紙 

 
生年月日      .  .  

           

           

 1  級 ② 

 会  計  学  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

     
第１問 

１  ２  ３  

４  ５    

 

第２問 

  決算整理後残高試算表           (単位：千円)

繰 越 商 品 ( ) 売 上 ( )

仕 入 ( ) 乙 商 品 売 買 益 ( )

乙 商 品 ( )   

棚 卸 減 耗 損 ( )   

商 品 評 価 損 ( )   

 

損 益 計 算 書          (単位：千円)

Ⅰ 売 上 高     (  )

Ⅱ 売 上 原 価        

 １ 期 首 商 品 棚 卸 高  ( )     

 ２ 当 期 商 品 仕 入 高  ( )     

合    計  ( )     

 ３ 期 末 商 品 棚 卸 高  ( )     

    差    引  ( )     

 ４ 棚 卸 減 耗 損  ( )     

 ５ 商 品 評 価 損  ( )  (  )

売 上 総 利 益      (  )

 

第３問 

Ｐ社個別財務諸表  Ｓ社個別財務諸表 

退職給付費用 千円 退職給付費用 千円
 

退職給付引当金 千円 退職給付引当金 千円
  

Ｐ社連結財務諸表      

退職給付費用 千円    

  

退職給付に係る負債 千円    

  

退職給付に係る調整額 千円    

  
 

 

 

工・原 1 - 3  

３．その他 

⑴ 製品Ｘはすべて現金売りとする。また、費用は設備Ａの減価償却費を除き、現金支出費用である。 

⑵ 製品Ｘの生産販売に係るキャッシュ・フローは、各年度の利益に対する法人税等の支払いを含めて、す

べてその年度末に生じるものと仮定する。なお、法人税等の率は 40％であり、当社は他のプロジェクトか

ら十分な利益を獲得している。 

⑶ 資本コスト率は年５％である。キャッシュ・フローの現在価値は、当年度末を現在時点として年金現価

係数を用いて計算する。なお、割引率５％、期間４年の年金現価係数は 3.546 とする。 

なお、本問における差額キャッシュ・フローとは、設備Ａに投資せず製品Ｘを生産販売しない案を基準と

した税引後の差額キャッシュ・フローである。また、以下の問の解答において、差額キャッシュ・フローな

らびに正味現在価値の値が負になる場合には、金額の前に「△」をつけること。 

 

問１ 当年度末の差額キャッシュ・フローおよび１年度末から４年度末までの毎年の差額キャッシュ・フロー(１

年分)を計算しなさい。 

問２ 本投資案の正味現在価値を求めなさい。 

問３ 材料の仕入先より、「当年度末に、４年分の生産に必要な材料を一括で購入してもらえるなら材料単価(1,500

円/kg)を 10 ％値下げする。」という提示があった。この提示を受け入れる案(以下、材料一括購入案とする)を採

用した場合の当年度末の差額キャッシュ・フローおよび１年度末から４年度末までの毎年の差額キャッシュ・フ

ロー(１年分)を計算しなさい。 

問４ 材料一括購入案を採用した場合の正味現在価値を求めなさい。 

問５ 問３の提示について、材料単価の値下率が何％より高いときに、材料一括購入案のほうが材料を一括購入せず

に製品Ｘを生産販売する案よりも有利になるか。なお、計算上端数が生じる場合は、計算の最終段階で四捨五入

し、小数点以下第一位までを答えなさい。 

 

第２問 

０年度末(現時点)に投資資金の全額を投資すると、１年度目から４年度目まで毎年の年度末に同額のキャッシュ・

フローが得られる投資案がある。この投資案の正味現在価値が812万円、収益性指数が1.3248であるとき、以下の問

に答えなさい。なお、金額の計算上生じる端数については、計算途中では四捨五入せず、最終の答えの段階で答案用

紙の単位未満を四捨五入しなさい。加重平均資本コスト率は８％とする。現在価値計算を行うにあたっては、割引率

８％、期間４年の年金現価係数である3.312を用いること。 

 

問１ 本問の条件を前提として、次の式を完成させなさい。 

正味現在価値 ＝   ① ×  ②  〔ア〕 ③ 

収益性指数 ＝   ④ ×  ⑤  〔イ〕 ⑥ 
 

０年度の投資額 ＋  ⑦   
＝ 

 
 ⑧  

０年度の投資額   

 

①～⑧については、それぞれに入る適切な用語を答案用紙の【語群】から選択し、記号で解答しなさい。

なお、同一の用語を複数回用いてもよい。ただし、すべてを同一の用語で解答した場合には得点を与えない。 

〔ア〕、〔イ〕については、下記の中から選択すること。 

＋ － ÷ × 

問２ ０年度の投資額を計算しなさい。 

問３ 年々のキャッシュ・フロー１年分を計算しなさい。 

問４ 単純回収期間法による回収期間を計算しなさい。 

問５ 単純投下資本利益率法による投下資本利益率を計算しなさい。 
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受験 
番号 

         平成26年度 ラストスパート模試・ウラ予想

第138回対策 答案用紙 

 
生年月日 昭・平  .  .  

           

           

 1  級 ③ 

 工 業 簿 記  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 

予定損益計算書(単位：千円) 

   ７月   ８月  

売 上 高  ( )  ( )

売 上 原 価  ( )  ( )

売 上 総 利 益  ( )  ( )

販売費・一般管理費  ( )  ( )

営 業 利 益  ( )  ( )

支 払 利 息  ( )  ( )

経 常 利 益  ( )  ( )

固定資産売却損益  ( )  ( )

税引前当期純利益  ( )  ( )

法 人 税 等  ( )  ( )

当 期 純 利 益  ( )  ( )

(注)固定資産売却損益は、売却損の場合、金額の前に△をつけること。 

 

予定貸借対照表(単位：千円) 

   ７月   ８月  

流 動 資 産       

現 金  ( )  ( )

売 掛 金  ( )  ( )

製 品  ( )  ( )

原 料  ( )  ( )

小 計  ( )  ( )

固 定 資 産       

土 地  ( )  ( )

建 物・設 備  ( )  ( )

減価償却累計額  ( )  ( )

小 計  ( )  ( )

合 計  ( )  ( )

流 動 負 債       

買 掛 金  ( )  ( )

借 入 金  ( )  ( )

未払法人税等  ( )  ( )

小 計  ( )  ( )

固 定 負 債  ( )  ( )

株 主 資 本       

資 本 金  ( )  ( )

資 本剰余 金  ( )  ( )

利 益剰余 金  ( )  ( )

小 計  ( )  ( )

合 計  ( )  ( )
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第
１

問
 

本
問

は
、

製
造

間
接

費
の

配
賦

計
算

の
正

確
性

に
つ

い
て

、
伝

統
的

原
価

計
算

(部
門

別
個

別
原

価
計

算
)に

よ
る

場
合

と
、

Ａ
Ｂ

Ｃ
(活

動
基

準
原

価
計

算
)に

よ
る

場
合

と
を

比
較

す
る

問
題

で
す

。
 

１
１

１
 

問
１

で
は

、
伝

統
的

原
価

計
算

(部
門

別
個

別
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価
計

算
)に

よ
る

完
成

品
単

位
原

価
を

計
算

し
ま

す
。

 

１
．
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率
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配
賦

法
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第
１

製
造

部
門

と
第

２
製

造
部

門
の

製
造

間
接

費
実

際
配

賦
率

を
算

定
し

ま
す

。
な

お
、

部
門

共
通

費
は

各
配

賦
基

準
に

し
た

が
っ

て

配
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し
、
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補
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部

門
か
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各

関
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の
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接
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り
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し
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製
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Ｂ
Ｃ
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損
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損
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。
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平成 26 年度
 

第138回 日商簿記試験対策 
 

ラストスパート模試 

 

 
 

工 業 簿 記・原 価 計 算 

(商業簿記・会計学終了、休憩後開始 制限時間 １時間30分) 
 
 
 
 
 
 
 

(実際の試験では以下の文言が記載されています。) 

受験者への注意事項 

１．答案用紙は、持ち帰りできませんので必ず提出してください。持ち 

帰った場合は失格となり、以後の受験をお断りする場合があります。 

２．答えは定められたところにていねいに書いてください。 

３．答案の記入にあたっては、黒鉛筆または黒シャープペンを使用して 

ください。 

 
 

 

 

 
 
  

受験 
番号 

         
(禁無断転載) 

1 級 －Ⅱ 
第

１

予

想

答
案
用
紙

http://www.net-school.co.jp/
©Net-School 

 

工・原 1 - 1  

 工  業  簿  記  

問題（25 点） 

第１問 

問１ ＮＳ工業株式会社では、２つの製造部門と３つの補助部門を有し、Ｘ製品とＹ製品を生産・販売しており、

伝統的原価計算手法としての原価の部門別計算を実施している。[資料]にもとづき、⑴ 各製品にかかる直接

作業時間、⑵ 各製造部門費の実際配賦率、⑶ 各製品の完成品単位原価を算定しなさい。 

[資料] 

１．生産データ(すべて完成) 

Ｘ製品：500 個  Ｙ製品：500 個 

２．原価データ 

   単 価 消 費 量 

直接材料費 ： Ａ直接材料；  1,000 円／個 ３個／Ｘ製品１個  ３個／Ｙ製品１個

  Ｂ直接材料；     900 円／個 ２個／Ｘ製品１個  ５個／Ｙ製品１個

直接労務費 ：  1,500 円／時間 ４時間／Ｘ製品１個  ３時間／Ｙ製品１個

直 接 経 費 ： Ｘ製品；500,000 円 

製造間接費 ： α経費(部門個別費)；16,812,000 円 

   内訳 第１製造部門 10,607,600 円 第２製造部門 3,700,900 円 

      甲補助部門 1,775,000 円 乙補助部門 465,500 円 丙補助部門 263,000 円 

  β経費(部門共通費)；1,600,000 円 

  γ経費(部門共通費)；  760,000 円 

  δ経費(部門共通費)；  828,000 円 

３．部門共通費の配賦基準 

 第１製造部門 第２製造部門 甲補助部門 乙補助部門 丙補助部門 

β経費 212 223  60  65  80 

γ経費 210 320 125  58  47 

δ経費  60  28  25  19   6 

４．補助部門費の配賦基準(配賦法は直接配賦法によること) 

 第１製造部門 第２製造部門 甲補助部門 乙補助部門 丙補助部門 

甲部門 248 152  32  27 ― 

乙部門  73  27  21 ― ― 

丙部門  41  24   5   4   2 

５．製造部門費の配賦基準 

第１製造部門：直接作業時間  Ｘ製品；  ？  時間  Ｙ製品；  ？  時間 

第２製造部門：機械作業時間  Ｘ製品； 1,500 時間  Ｙ製品；   500 時間 

問２ 問１の計算結果は、実際の原価消費態様を反映していないと考えられることから、新たに活動基準原価計算（Ａ

ＢＣ）を導入することとなった。以下の[追加資料]を加味して、各製品の完成品原価を算定しなさい。 

[追加資料] 

１．資源ドライバー                                        ２．コスト・ドライバー 

 アクティビティ(コスト・プール：ＣＰ)   Ｘ製品 Ｙ製品 

ＣＰ１ ＣＰ２ ＣＰ３ ＣＰ４  ＣＰ１(修繕時間) 15時間 25時間 

α経費 350 198 152 701  ＣＰ２(運搬回数) 32回 49回 

β経費  18  15   7 ―  ＣＰ３(ロット数) １ロット ４ロット 

γ経費  16 ―  18   6  ＣＰ４(受入回数) 20回 40回 

δ経費  60  66  36  45     

問３ 問１および問２の計算結果より、伝統的原価計算による場合のＸ製品は、活動基準原価計算による場合に

比べて、総額でいくら原価を過大に、あるいは過小に負担しているといえるか答えなさい。なお、答案用紙

の不要な語句は二重線で消去すること。  
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平成 26 年度
 

第138回 日商簿記試験対策 
 

ラストスパート模試 

 

問 題 用 紙 
 

商 業 簿 記・会 計 学 

(午前９時開始 制限時間 １時間30分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

解答は、すべて答案用紙に記入して必ず提出してください。

(禁無断転載) 

1 級 －Ⅰ 
第

２

予

想

http://www.net-school.co.jp/
©Net-School 

受験 
番号 

         平成26年度 ラストスパート模試・第 1 予想

第138回対策 答案用紙 

 
生年月日 昭・平  .  .  

           

           

 1  級 ③ 

 工 業 簿 記  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 

第１問 

問１ ⑴ Ｘ製品  時間 Ｙ製品  時間 

 ⑵ 第１製造部門  円／時間 第２製造部門  円／時間 

 ⑶ Ｘ製品  円／個 Ｙ製品  円／個 

 

問２  Ｘ製品  円／個 Ｙ製品  円／個 

 

問３   円 ( 過大 ・ 過小 ) 

 

 

第２問 

 材 料 (単位：円)   製 品 (単位：円)

前 月 繰 越 102,500 仕 掛 品 (           )  前 月 繰 越 1,000,000 売 上 原 価 4,289,500

当 月 購 入 2,400,000 材料消費価格差異 45,000  仕 掛 品 (           ) 次 月 繰 越 (           )

〔            〕(           ) 次 月 繰 越 (           )    

 

 仕 掛 品 (単位：円)

前 月 繰 越 245,500 製 品 (           )

材 料(           ) 材 料 (           )

賃 金 ・ 給 料(           ) 正 常 仕 損 費 (           )

製造間接費 

－Ａ製造部門
(           ) 異 常 仕 損 費 (           )

製造間接費 

－Ｂ製造部門
(           ) 次 月 繰 越 (           )

〔正常仕損費〕(           )  

 

 製造間接費－Ａ製造部門 (単位：円)

諸 口 (           ) 仕 掛 品 (           )

  製造間接費配賦差異 29,500

   

 製造間接費－Ｂ製造部門 (単位：円)

諸 口 1,550,000 仕 掛 品 (           )

〔            〕(           ) 製造間接費配賦差異 (           )
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受験 
番号 

         平成26年度 ラストスパート模試・第 1 予想

第138回対策 答案用紙 

 
生年月日 昭・平  .  .  

           

           

 1  級 ④ 

 原 価 計 算  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 

 

 

第１問 

問１ 当年度末の差額キャッシュ・フロー  万円 
 

 毎年の差額キャッシュ・フロー(１年分)  万円 

 

問２ 正味現在価値  円 

 

問３ 当年度末の差額キャッシュ・フロー  万円 
 

 毎年の差額キャッシュ・フロー(１年分)  万円 

 

問４ 正味現在価値  円 

 

問５ 値下率が  ％以上のとき、材料一括購入案のほうが有利になる。 

 

第２問 

問１ 

①  ②  ③  ④  

⑤  ⑥  ⑦  ⑧  

ア  イ      

 

【語群】 

a.０年度の投資額 b.内部利益率 c.投資期間年数 d.年々のキャッシュ・フロー１年分 

e.年金現価係数 f.終価係数 g.現価係数 h.正味現在価値 

i.収益性指数 j.回収期間 k.加重平均資本コスト率 
 

 

問２  万円 

 

問３  万円 

 

問４  年 

 

問５  ％ 

 

 

 

商・会 2 - 3 

 会    計    学  

問題（25点） 

第１問 

 次の文章について、正しいときは○、誤っているときは×を解答欄に記入しなさい。 

１．転換社債型新株予約権付社債を発行したときは、一括法で処理しなければならないが、転換社債型以外の新

株予約権付社債を発行したときは、一括法または区分法のいずれかで処理することとされている。 

２．転換社債型新株予約権付社債をその他有価証券として取得した場合、一括法で処理しなければならないが、

転換社債型以外の新株予約権付社債をその他有価証券として取得したときは、一括法または区分法のいずれか

で処理することとされている。 

３．棚卸資産の評価では、製造業における原材料等のように再調達原価の方が把握しやすく、正味売却価額が当

該再調達原価に歩調を合わせて動くと想定される場合、継続適用を条件とし、再調達原価によることができる。 

４．固定資産の減損会計において、減損処理後に回収可能価額が回復した場合、減損損失の戻入れを行う。 

５．Ａ社がＢ社を吸収合併した。この企業結合はＢ社を取得企業とする取得と判定された。この場合、Ａ社(存続

会社)の個別財務諸表では、Ｂ社(消滅会社)の資産および負債を合併直前の適正な帳簿価額により計上する。 

 

第２問 

 当社は当期(×５期)決算において、×３期より取扱いを始めた商品の評価方法を先入先出法から総平均法に変 

更したため、遡及適用を行う。当社は前期分と合わせて２期分の財務諸表を開示している。 

遡及適用後の×４期の損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書(間接法および直接法) 

を完成しなさい。なお、税効果は考慮しない。 

１．×４期においてそれぞれの評価方法を適用した場合の商品の金額は次のとおりである。 

先入先出法：期首商品 110,000千円  期末商品 73,750千円 

総平均法 ：期首商品 114,000千円  期末商品 78,750千円 

２．×４期の売掛金、買掛金の期首残高および期末残高は次のとおりである。商品売買はすべて掛けによる。 

  売 掛 金：期首残高  70,000千円  期末残高 80,000千円 

  買 掛 金：期首残高  50,000千円  期末残高 56,000千円 

３．×４期の遡及適用前の売上原価は1,497,250千円、税引前当期純利益は412,300千円である。 

 

第３問 

次の資料にもとづき、当社の当期(×６年度)の決算整理後残高試算表を作成しなさい。なお、当期は×６年４ 

月１日から×７年３月31日までの１年とする。税効果会計を適用し、法定実効税率は38％として計算すること。

消費税の税率は８％とする。消費税は税抜方式により処理する。 

                  決算整理前残高試算表(一部)     (単位：千円) 

繰 越 商 品 10,000 仮 受 消 費 税 ？ 

仮 払 消 費 税 ？ 繰 延 税 金 負 債 ？ 

繰 延 税 金 資 産 ？ 圧 縮 積 立 金 ？ 

仕 入 75,000 売 上 100,000 

販 売 費 10,000   

１．期末商品は8,000千円である。棚卸減耗および収益性の低下は生じていない。 

２．繰延税金資産、繰延税金負債に関する資料は次のとおりである。 

 ⑴ 備品30,000千円を前期首に取得し、残存価額をゼロ、耐用年数を３年(税務上の耐用年数は５年である。)

とする定額法により減価償却を行っている。 

 ⑵ 建物500,000千円を前期末に取得し、取得時に国庫補助金50,000千円を受け取り、積立金方式による圧縮記 

帳を行っている。なお、建物は当期首より使用を開始した。この建物について、定額法、耐用年数40年、残 

存価額ゼロにより減価償却を行う。また、圧縮積立金の取崩しは耐用年数にわたり行う。 

３．仮払消費税および仮受消費税はすべて売上、仕入、販売費及び一般管理費に係るものである。 
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る
調

整
額

 
 

退
職

給
付

に
係

る
負

債
 

未
認

識
過

去
勤

務
費

用
 

未
認

識
数

理
計

算
上

の
差

異
 

退
職

給
付

に
係

る
調

整
額

Ｐ
社

個
別

 

( 
 

 
 

 
 

 
 

)
( 

 
 

 
 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

 
 

)
( 

 
 

 
 

 
 

 
) 

税
効

果
(数

理
差

異
) 

 
 

 
 

Ｓ
社

個
別

 

( 
 

 
 

 
 

 
 

)
税

効
果

(過
去

勤
務

費
用

)
( 

 
 

 
 

 
 

 
) 

退
職

給
付

に
係

る
調

整
額

( 
 

 
 

 
 

 
 

)
 

退
職

給
付

に
係

る
負

債
退

職
給

付
に

係
る

調
整

額
 

( 
 

 
 

 
 

 
 

)
( 

 
 

 
 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

 
 

) 

 
 

 

( 
 

 
) 

( 
 

 
 

) 
( 

 
 
 
) 

合
格
ア
シ
ス
ト
ノ
ー
ト

 
 

 
 

 
第

１
予

想
 

工
業
簿
記
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
合
格
ア
シ
ス
ト
ノ
ー
ト

 
 

 
 

 
第

１
予
想

 
工
業
簿
記

 

第
１

問
 

本
問

は
、

製
造

間
接

費
の

配
賦

計
算

の
正

確
性

に
つ

い
て

、
伝

統
的

原
価

計
算

(部
門

別
個

別
原

価
計

算
)に

よ
る

場
合

と
、

Ａ
Ｂ

Ｃ
(活

動
基

準
原

価
計

算
)に

よ
る

場
合

と
を

比
較

す
る

問
題

で
す

。
 

１
１

１
 

問
１

で
は

、
伝

統
的

原
価

計
算

(部
門

別
個

別
原

価
計

算
)に

よ
る

完
成

品
単

位
原

価
を

計
算

し
ま

す
。

 

１
．

製
造

間
接

費
部

門
別

実
際

配
賦

率
の

算
定

(直
接

配
賦

法
) 

第
１

製
造

部
門

と
第

２
製

造
部

門
の

製
造

間
接

費
実

際
配

賦
率

を
算

定
し

ま
す

。
な

お
、

部
門

共
通

費
は

各
配

賦
基

準
に

し
た

が
っ

て

配
賦

し
、

各
補

助
部

門
か

ら
各

関
係

部
門

へ
の

補
助

部
門

費
の

配
賦

は
直

接
配

賦
法

に
よ

り
行

い
ま

す
。

 
費

 
 

目
 

合
 

 
計

 
第

１
製

造
 

第
２

製
造

 
甲

補
助

 
乙

補
助

 
丙

補
助

 

個
別

費
 

α
経

費
 

1
6

,8
1

2
,0

0
0

1
0

,6
0

7
,6

0
0

 
3

,7
0

0
,9

0
0

 
1

,7
7

5
,0

0
0

4
6

5
,5

0
0

2
6

3
,0

0
0

共
通

費
 

β
経

費
 

1
,6

0
0

,0
0

0
( 

 
 

 
 

 
 

)
( 

 
 

 
 

 
 

)
( 

 
 

 
 

 
 

)
( 

 
 

 
 

 
 

)
( 

 
 

 
 

 
 

)

γ
経

費
 

7
6

0
,0

0
0

( 
 

 
 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

 
)

δ
経

費
 

8
2

8
,0

0
0

( 
 

 
 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

 
)

部
門

費
 

2
0

,0
0

0
,0

0
0

( 
 

 
 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

 
)

甲
補

助
 

( 
 

 
 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

 
)

乙
補

助
 

( 
 

 
 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

 
)

丙
補

助
 

( 
 

 
 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

 
)

製
造

部
門

費
 

2
0

,0
0

0
,0

0
0

( 
 

 
 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

 
)

実
際

配
賦

率
 

＠
( 

 
 

 
 

)円
 

＠
( 

 
 

 
 

)円
 

(注
) 

実
際

配
賦

率
を

求
め

る
さ

い
に

、
第

１
製

造
部

門
が

直
接

作
業

時
間

、
第

２
製

造
部

門
が

機
械

作
業

時
間

と
、

両
製

造
部

門
で

製

造
間

接
費

の
配

賦
基

準
が

異
な

っ
て

い
る

こ
と

に
注

意
し

て
く

だ
さ

い
。

 

２
．

各
製

品
の

完
成

品
単

位
原

価
 

Ｘ
製

品
 

 
 

 
 

Y
製

品
 

 
 

直
材

(Ａ
) 

: 
＠

( 
 

 
 
)円

×
( 

 
 
)個

＝
 

( 
 

 
 
)円

 
直

材
(Ａ

)
:

＠
( 

 
 

 
)円

×
( 

 
 
)個

＝
( 

 
 

 
)円

(Ｂ
) 

: 
＠

( 
 

 
 
)円

×
( 

 
 
)個

＝
 

( 
 

 
 
)円

 
(Ｂ

)
:

＠
( 

 
 

 
)円

×
( 

 
 
)個

＝
( 

 
 

 
)円

直
労

 
: 

＠
( 

 
 

 
)円

×
( 

 
 
)ｈ

＝
 

( 
 

 
 
)円

 
直

労
 

:
＠

( 
 

 
 
)円

×
( 

 
 
)ｈ

＝
( 

 
 

 
)円

直
経

 
: 

( 
 

 
 

 
)円

÷
5

0
0

個
 

＝
 

( 
 

 
 
)円

 
製

間
(第

１
)

:
＠

( 
 

 
 
)円

×
( 

 
 
)ｈ

＝
( 

 
 

 
)円

製
間

(第
１

) 
: 

＠
( 

 
 

 
)円

×
( 

 
 
)ｈ

＝
 

( 
 

 
 
)円

 
(第

２
)

:
＠

( 
 

 
 
)円

×
( 

 
 
)  m

ｈ
＝

( 
 

 
 
)円

(第
２

) 
: 

＠
( 

 
 

 
)円

×
( 

 
 
)m

ｈ
＝

 
( 

 
 

 
)円

 
合

計
 

 
( 

 
 

 
)円

合
計

 
 

 
 

( 
 

 
 
)円

 
 

 
 

 １
２

１
 

問
２

で
は

、
Ａ

Ｂ
Ｃ

に
よ

る
完

成
品

単
位

原
価

を
計

算
し

ま
す

。
 

１
．

コ
ス

ト
・

プ
ー

ル
へ

の
集

計
、

製
品

へ
の

配
賦

 

ま
ず

、
製

造
間

接
費

を
資

源
ド

ラ
イ

バ
ー

に
し

た
が

っ
て

、
各

コ
ス

ト
・

プ
ー

ル
(Ｃ

Ｐ
１

、
Ｃ

Ｐ
２

、
Ｃ

Ｐ
３

、
Ｃ

Ｐ
４

)に
割

り
当

て
ま

す
。

そ
の

う
え

で
、

各
コ

ス
ト

・
プ

ー
ル

に
割

り
当

て
ら

れ
た

製
造

間
接

費
を

各
製

品
に

割
り

当
て

ま
す

。
 

 
 

 
 

(単
位

：
円

)

費
目

 
Ｃ

Ｐ
１

 
Ｃ

Ｐ
２

 
Ｃ

Ｐ
３

 
Ｃ

Ｐ
４

 
合

 
計

 

α
経

費
 
( 

   
   

   
 )

*
１

 
( 

   
   

   
   

 ) ( 
   

   
   

   
 ) ( 

   
   

   
   

 )
1

6
,8

1
2

,0
0

0

β
経

費
 
( 

   
   

   
   

 )
( 

   
   

   
   

 ) ( 
   

   
   

   
 ) 

―
 

1
,6

0
0

,0
0

0

γ
経

費
 
( 

   
   

   
   

 )
―

 
( 

   
   

   
 )

*
2

 
( 

   
   

   
   

 )
7

6
0

,0
0

0

δ
経

費
 
( 

   
   

   
   

 )
( 

   
   

   
   

 ) ( 
   

   
   

   
 ) ( 

   
   

   
   

 )
8

2
8

,0
0

0

 
( 

   
   

   
   

 )
( 

   
   

   
   

 ) ( 
   

   
   

   
 ) ( 

   
   

   
   

 )
2

0
,0

0
0

,0
0

0

Ｘ
製

品
 
( 

   
   

   
   

 )
( 

   
   

   
   

 ) ( 
   

   
   

   
 ) ( 

   
   

   
   

 )
( 

   
   

   
   

 )

Ｙ
製

品
 
( 

   
   

   
   

 )
( 

   
   

   
   

 ) ( 
   

   
   

   
 ) ( 

   
   

   
   

 )
( 

   
   

   
   

 )

＊
１

 
1

6
,8

1
2

,0
0

0
×

( 
 

 
)

( 
 

 
)＋

( 
 

 
)＋

( 
 

 
)＋

( 
 

 
)  ＝

(  
   

   
    

  
)円

 

＊
２

 
7

6
0

,0
0

0
×

( 
  

 
)

( 
  

 
)＋

( 
  

 
)＋

( 
  

 
)  ＝

(  
   

   
   

   
)円

 

２
．

各
製

品
の

完
成

品
単

位
原

価
((注

) 
計

算
過

程
の

省
略

部
分

は
、

問
１

と
同

様
で

す
。

) 

[Ｘ
製

品
] 

 
 

 
  

[Y
製

品
]

 
 

直
材

(Ａ
) 

: 

～
省

略
～

 

＝
 
( 

 
 

 
)円

  
直

材
(Ａ

)
:

 
＝

( 
 

 
 
)円

(Ｂ
) 

: 
＝

 
( 

 
 

 
)円

  
(Ｂ

)
:

～
省

略
～

 
＝

( 
 

 
 
)円

直
労

 
: 

＝
 
( 

 
 

 
)円

  
直

労
 

:
 

＝
( 

 
 

 
)円

直
経

 
: 

＝
 
( 

 
 

 
)円

  
製

間
 

:
( 

 
 

 
 

  
)円

÷
5

0
0

個
＝

( 
 

 
 
)円

製
間

 
: 

( 
 

 
 

 
  

)円
÷

5
0

0
個

＝
 
( 

 
 

 
)円

  
合

計
 

( 
 

 
 
)円

合
計

 
: 

 
＝

 
( 

 
 

 
)円

  
 

 
 

１
３

１
 

製
品

原
価

の
歪

み
 

伝
統

的
原

価
計

算
と

Ａ
Ｂ

Ｃ
、

そ
れ

ぞ
れ

の
計

算
方

法
に

よ
る

完
成

品
単

位
原

価
を

比
較

し
、

製
品

原
価

の
歪

み
を

計
算

し
ま

す
。

Ａ

Ｂ
Ｃ

に
よ

り
、

よ
り

精
緻

に
計

算
さ

れ
た

完
成

品
単

位
原

価
と

伝
統

的
原

価
計

算
に

よ
り

計
算

し
た

場
合

の
そ

れ
と

比
較

し
た

と
き

、
Ｘ

製
品

(Ｙ
製

品
)は

原
価

を
過

大
あ

る
い

は
過

小
に

負
担

し
て

い
た

の
か

、
を

明
ら

か
に

す
る

た
め

で
す

。
 

Ｘ
製

品
 

: 
(＠

( 
 

 
 

 
)円

－
＠

( 
 

 
 

 
)円

)×
5

0
0

個
＝

( 
 

 
 

 
 

 
)円

(過
大

・
過

小
) 

Ｙ
製

品
 

: 
(＠

( 
 

 
 

 
)円

－
＠

( 
 

 
 

 
)円

)×
5

0
0

個
＝

( 
 

 
 

 
 

 
)円

(過
大

・
過

小
) 

合
計

 
 

 
０

円
 

 第
２

問
 

１
1

１
 

製
造

指
図

書
別

原
価

計
算

表
の

作
成

 

各
費

目
の

計
算

結
果

は
、

以
下

の
よ

う
に

製
造

指
図

書
別

原
価

計
算

表
に

ま
と

め
ま

す
。

な
お

、
直

接
作

業
時

間
と

機
械

運
転

時
間

を

混
同

し
な

い
よ

う
に

注
意

が
必

要
で

す
。

ま
た

、
仕

損
費

の
算

定
に

あ
た

り
、

仕
損

品
評

価
額

の
控

除
を

忘
れ

な
い

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。
 

 
 

 
製

造
指

図
書

別
原

価
計

算
表

 
 

 
(単

位
：

円
)

 
№

1
0

1
 

№
1

0
2

 
№

1
0

3
 

№
1

0
4

 
№

1
0

5
 

№
1

0
6

 
合

計
 

月
初

仕
掛

品
 ( 

 
 

 
 

 
)

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

( 
 

 
 

 
 

) 

直
接

材
料

費
 ( 

 
 

 
 

 
)( 

 
 

 
 

 
)( 

 
 

 
 

 
)( 

 
 

 
 

 
)( 

 
 

 
 

 
)( 

 
 

 
 

 
) ( 

 
 

 
 

 
) 

直
接

労
務

費
(Ａ

) ( 
 

 
 

 
 

)( 
 

 
 

 
 

)( 
 

 
 

 
 

)( 
 

 
 

 
 

)( 
 

 
 

 
 

)( 
 

 
 

 
 

) ( 
 

 
 

 
 

) 

〃
  

  
(Ｂ

) ( 
 

 
 

 
 

)( 
 

 
 

 
 

)( 
 

 
 

 
 

)( 
 

 
 

 
 

)( 
 

 
 

 
 

)( 
 

 
 

 
 

) ( 
 

 
 

 
 

) 

製
造

間
接

費
(Ａ

) ( 
 

 
 

 
 

)( 
 

 
 

 
 

)( 
 

 
 

 
 

)( 
 

 
 

 
 

)( 
 

 
 

 
 

)( 
 

 
 

 
 

) ( 
 

 
 

 
 

) 

〃
  

  
(Ｂ

) ( 
 

 
 

 
 

)( 
 

 
 

 
 

)( 
 

 
 

 
 

)( 
 

 
 

 
 

)( 
 

 
 

 
 

)( 
 

 
 

 
 

) ( 
 

 
 

 
 

) 

小
計

 
( 

 
 

 
 

 
)( 

 
 

 
 

 
)( 

 
 

 
 

 
)( 

 
 

 
 

 
)( 

 
 

 
 

 
)( 

 
 

 
 

 
) ( 

 
 

 
 

 
) 

仕
損

品
評

価
額
 △

( 
 

 
 

 
)

―
 

―
 

―
 

―
 

△
( 

 
 

 
 

) △
( 

 
 

 
 

) 

仕
損

費
 △

( 
 

 
 

 
)( 

 
 

 
 

 
)

―
 

―
 

△
( 

 
 

 
 

)△
( 

 
 

 
 

) △
( 

 
 

 
 

) 

合
 

計
 

０
( 

 
 

 
 

 
)( 

 
 

 
 

 
)( 

 
 

 
 

 
)

０
０

 ( 
 

 
 

 
 

) 

備
 

考
 

異
常

仕
損

費
完

成
 

仕
掛

中
 

完
成

 
№

1
0

2
へ

 

振
替

え
 

製
造

間
接

費
－

Ｂ
製

造
部

門
へ

振
替

え
 

―
 

 １
2

１
 

各
勘

定
へ

の
記

入
 

上
記

１
1

１
の

製
造

指
図

書
別

原
価

計
算

表
よ

り
算

定
し

た
数

値
を

、
各

勘
定

に
記

入
し

て
い

き
ま

す
。

各
勘

定
間

の
数

値
の

流
れ

を

確
認

し
ま

し
ょ

う
。

な
お

、
問

題
文

の
指

示
に

よ
り

、
仕

損
品

は
材

料
と

し
て

倉
庫

に
保

管
さ

れ
る

の
で

、
評

価
額

を
材

料
勘

定
に

振
り

替
え

る
こ

と
に

注
意

し
ま

し
ょ

う
。
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合
格
ア
シ
ス
ト
ノ
ー
ト

 
 
 
 
 
第
１
予
想
 
原
価
計
算
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
合
格
ア
シ
ス
ト
ノ
ー
ト

 
 

 
 

 
第

１
予

想
 

原
価

計
算

 

第
１

問
 

１
１

１
 

税
引

後
差

額
Ｃ

Ｆ
(キ

ャ
ッ

シ
ュ

・
フ

ロ
ー

) 

１
．

当
年

度
末

の
差

額
Ｃ

Ｆ
 

設
備

Ａ
へ

の
投

資
(支

出
) 

 
△

( 
 

 
 

 
)万

円

 ２
．

１
年

度
末

か
ら

４
年

度
末

ま
で

の
毎

年
の

差
額

Ｃ
Ｆ

(１
年

分
) 

製
品

Ｘ
の

貢
献

利
益

(収
入

) 
 

 
( 

 
 

 
 

)万
円

個
別

固
定

費
(支

出
) 

 
△

( 
 

 
 

 
)万

円

減
価

償
却

に
よ

る
節

税
額

(収
入

) 
 

 
( 

 
 

 
 

)万
円

 
 

 
( 

 
 

 
 

)万
円

 １
２

１
 

正
味

現
在

価
値

 

 
△

( 
 

 
 

 
)万

円
(当

年
度

末
の

差
額

Ｃ
Ｆ

)＋
( 

 
 

 
 

)万
円

(毎
年

の
差

額
Ｃ

Ｆ
)×

3
.5

4
6

＝
( 

 
 

 
 

 
)円

 

 １
３

１
 

材
料

一
括

購
入

案
の

差
額

Ｃ
Ｆ

 

１
．

当
年

度
末

の
差

額
Ｃ

Ｆ
 

設
備

Ａ
へ

の
投

資
(支

出
) 

 
△

( 
 

 
 

 
)万

円

材
料

の
一

括
購

入
(支

出
) 

 
△

( 
 

 
 

 
)万

円

 
 

△
( 

 
 

 
 

)万
円

 ２
．

１
年

度
末

か
ら

４
年

度
末

ま
で

の
毎

年
の

差
額

Ｃ
Ｆ

(１
年

分
) 

製
品

Ｘ
の

売
上

(収
入

) 
 

 
( 

 
 

 
 

)万
円

変
動

加
工

費
(支

出
) 

 
△

( 
 

 
 

 
)万

円

個
別

固
定

費
(支

出
) 

 
△

( 
 

 
 

 
)万

円

材
料

費
に

よ
る

節
税

額
(収

入
) 

 
 

( 
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平成 26 年度
 

第138回 日商簿記試験対策 
 

ラストスパート模試 

 

 
 

商 業 簿 記・会 計 学 

(午前９時開始 制限時間 １時間30分) 
 
 
 
 
 
 
 

(実際の試験では以下の文言が記載されています。) 

受験者への注意事項 

１．答案用紙は、持ち帰りできませんので必ず提出してください。持ち 

帰った場合は失格となり、以後の受験をお断りする場合があります。 

２．答えは定められたところにていねいに書いてください。 

３．答案の記入にあたっては、黒鉛筆または黒シャープペンを使用して 

ください。 

 
 

 

 

 
 
  

受験 
番号 

         
(禁無断転載) 

1 級 －Ⅰ 
第

２

予

想

答
案
用
紙

http://www.net-school.co.jp/
©Net-School 

 商  業  簿  記  
    

商・会 2 - 1  

問題（25点） 

 ＮＳ株式会社(以下、当社)の当期(×５年４月１日～×６年３月31日)に係る下記の資料にもとづき、答案用紙

の貸借対照表を完成させるとともに、当期の売上原価および社債償還損益の金額を答えなさい。答案用紙はすべ

て埋まるとは限らない。なお、以下の点に留意すること。 

１ 当期末の為替相場は、１ドル当たり102円とする。 

２ 問題文に指示があるもののみ税効果会計(実効税率は40％)を適用する。繰延税金資産と繰延税金負債は短

期・長期を区別し、相殺した上で解答すること。 

３ 計算の過程で端数が生じた場合、金額は千円未満を四捨五入すること。 
 

〔資料Ⅰ〕                決算整理前残高試算表        (単位：千円) 

現 金 6,630 電 子 記 録 債 務 10,000 

当 座 預 金 50,000 買 掛 金 68,000 

受 取 手 形 29,000 貸 倒 引 当 金 800 

電 子 記 録 債 権 13,000 社 債 48,000 

売 掛 金 74,000 資 産 除 去 債 務 10,000 

繰 越 商 品 28,000 建物減価償却累計額 110,000 

仮 払 金 22,100 備品減価償却累計額 160,000 

建 物 800,000 資 本 金 800,000 

備 品 300,000 利 益 準 備 金 20,000 

設 備 150,000 繰 越 利 益 剰 余 金 135,400 

の れ ん 18,000 売 上 550,000 

投 資 有 価 証 券 11,500 有 価 証 券 利 息 230 

仕 入 300,000   

販売費・一般管理費 59,400   

減 価 償 却 費 50,000   

社 債 利 息 800   

 1,912,430 1,912,430 

 

〔資料Ⅱ〕決算整理事項等  

１ 当社は前期末に他社を合併し事業Ａを取得した。残高試算表ののれんはこの合併の際に計上したものである。 

事業Ａは、日本橋店、銀座店、お台場店、秋葉原店の４つの資産グループから構成されており、この中には当 

期末において減損の兆候がみられるものが存在する。減損処理を、のれんを含むより大きな単位で行う。 

(単位：千円) 

 各資産グループ 
の れ ん 

 日本橋店 銀座店 お台場店 秋葉原店 

建物帳簿価額 90,000  54,000 36,000 18,000   

備品帳簿価額 30,000  18,000 12,000 9,000   

帳簿価額合計 120,000  72,000 48,000 27,000  18,000 

減損の兆候 あ り  あ り あ り な し  

割引前将来キャッシュ・フロー 102,000  72,400 49,000 48,000  

回収可能価額 84,000  61,000 39,000 39,800  

⑴ 試算表の固定資産(８の設備を除く)に係る当期の減価償却費は計上済みであり、上記帳簿価額は当期の減

価償却後の帳簿価額である。 

⑵ のれんに配分された減損損失が、のれんの帳簿価額を超過する場合には、回収可能価額を下回らないよう

に、その超過額を各資産グループの帳簿価額と回収可能価額の差額の比率により配分する。 

２ 現金出納帳と現金実際有高とを照合した結果、実際有高が100千円不足していたが、その原因は不明であった。 
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平成 26 年度
 

第138回 日商簿記試験対策 
 

ラストスパート模試 

 

問 題 用 紙 
 

工 業 簿 記・原 価 計 算 

(商業簿記・会計学終了、休憩後開始 制限時間 １時間30分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

解答は、すべて答案用紙に記入して必ず提出してください。

(禁無断転載) 

1 級 －Ⅱ 
第

２

予

想

http://www.net-school.co.jp/
©Net-School 

受験 
番号 

         平成26年度 ラストスパート模試・第 2 予想

第138回対策 答案用紙 

 
生年月日      .  .  

           

           

 1  級 ① 

 商 業 簿 記  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

    

(        ) 

(        ) 

(        ) 

(        )

 

                     貸 借 対 照 表  

    ×６年３月 31 日  (単位：千円)

資 産 の 部 負 債 の 部 

Ⅰ 流 動 資 産        Ⅰ 流 動 負 債       

 現 金 預 金      ( )  電子記録債務     ( )

  受 取 手 形  (       )      買  掛  金     ( )

  電子記録債権  (       )           ( )

  売  掛  金  (       )      未払法人税等     ( )

  貸 倒 引 当 金  (△     )  ( )  流動負債合計     ( )

  商     品     ( )Ⅱ 固 定 負 債      

        ( )  社     債     ( )

  流動資産合計      ( )  資産除去債務     ( )

Ⅱ 固 定 資 産         固定負債合計     ( )

  有形固定資産         負 債 合 計     ( )

  建     物  (       )    純 資 産 の 部  

  減価償却累計額  (△     )  ( )Ⅰ 株 主 資 本      

  備     品  (       )    資  本  金      800,000  

  減価償却累計額  (△     )  ( )   利 益 剰 余 金      

  設     備  (       )      利 益 準 備 金      20,000 

  減価償却累計額  (△     )  ( )   繰越利益剰余金     ( )

 無形固定資産        株主資本合計     ( )

       ( )Ⅱ 評価・換算差額等      

 投資その他の資産        その他有価証券評価差額金  ( )

  投資有価証券      ( )  繰延ヘッジ損益     ( )

       ( )  評価・換算差額等合計  ( )

  先物取引差金     ( )  純 資 産 合 計  ( )

  固定資産合計     ( )   

  資 産 合 計      ( )  負債及び純資産合計    ( )

 

 

売 上 原 価  千円    
  

社債償還損益  千円    

 

   社債償還損となる場合には金額の前に△を付けること。 
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受験 
番号 

         平成26年度 ラストスパート模試・第 2 予想

第138回対策 答案用紙 

 
生年月日      .  .  

           

           

 1  級 ② 

 会  計  学  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 
 

第 1 問 

１ ２ ３ ４ ５ 

     

 

第２問 

(×４期)    損 益 計 算 書  (単位：千円)  

Ⅰ 売   上   高 2,000,000  

Ⅱ 売 上 原 価 ( ) 

    売 上 総 利 益 ( ) 

 

(×４期)    株主資本等変動計算書  (単位：千円) 

繰越利益剰余金当期首残高 400,000 

会計方針の変更による累積的影響額  

遡及処理後当期首残高  

 

(×４期) 

キャッシュ・フロー計算書 (単位：千円) キャッシュ・フロー計算書 (単位：千円)

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー  Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー   

  税引前当期純利益 ( )    営業収入 ( )  

  減価償却費  250    商品の仕入支出 ( )  

  貸倒引当金の増減額  200    人件費支出  △10,000  

  売上債権の増減額 ( )    その他の営業支出  △80,000  

  棚卸資産の増減額 ( )     小    計 ( )  

  仕入債務の増減額 ( )      

   小    計 ( )       

キャッシュ・フローがマイナスとなる場合には、金額の前に「△」を付けること。 

第３問 

決算整理後残高試算表(一部)       (単位：千円)

 繰 越 商 品  (  ) 未 払 消 費 税 (  )

 繰延税金資産  (  ) 繰延税金負債 (  )

 仕 入  (  ) 圧 縮 積 立 金 (  )

 販 売 費  (  ) 売 上 (  )

 

     ※ 繰延税金資産と繰延税金負債は相殺しないこと。 

工・原 2 - 3  

５．製造加工費予算の設定 

製造加工費は以下に示す過去１年分(20X4 年度)の四半期データにもとづき許容予算を設定する。なお、延

べ機械作業時間とは、各専用設備と共通設備の作業時間の合計であり、機械作業時間１時間あたりの変動製造

加工費はすべての設備について同一である。 

 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 合計 

延べ機械作業時間 2,400時間 2,000時間 2,800時間 2,600時間 9,800時間

製造加工費 5,417,000円 4,763,000円 5,706,000円 5,114,000円 21,000,000円

６．販売費および一般管理費 

第１四半期の販売費及び一般管理費予算は 1,000,000 円であり、すべて固定費である。 

 

問１ 過去１年分の製造加工費のデータにもとづいて、最小自乗法により固変分解を行ったところ、機械作業時間

１時間あたりの変動製造加工費は 1,000 円/時間、四半期の固定製造加工費は 2,800,000 円であることが判明し

た。この変動費率ならびに固定費を求めるための方程式を示しなさい(ａを固定費、ｂを変動費率とする)。なお、

以下の問では、この変動費率と固定費を用いること。 

問２ 答案用紙の形式にしたがって、予算原案のもとでの予定損益計算書(直接原価計算方式)を作成しなさい。 

問３ 予算原案に対し、セールス・ミックスの改善によりさらなる営業利益の増加を検討している。営業利益を最大

にする各製品の生産販売量の組み合わせを求め、そのときの営業利益の増加額を計算しなさい。 

問４ 第１四半期の生産販売量を問３の営業利益を最大にする生産販売量に決定した後に、新規顧客より製品Ｃを

100 個、当社の通常価格よりも高い１個あたり 4,800 円で購入したい旨の要請があった。この注文を引き受ける

べきか否かについて、次の文章を完成させなさい。 

 

この注文を引き受ける場合、製品［① Ａ・Ｂ］の生産販売量を（ ② ）個減らさなければならず、このこ

とによる機会原価は貢献利益ベースで（ ③ ）円である。一方、この注文の製品Ｃから得られる差額収益は

貢献利益ベースで（ ④ ）円である。よって、この注文は引き受けるべきで［⑤ ある・ない］。なお、今回

と同様の新規注文について、当社が損をしない最低受注価格は（ ⑥ ）円である。 

 

第２問 

製品Ｓを製造販売する当社では、来期の短期利益計画を策定中である。当期の実績にもとづく損益計算書およ

び来期計画予算上の損益計算書は以下のとおりである。 

 

  当 期 実 績 来 期 計 画 予 算

売 上 高  1,000万円 1,200万円

売 上 原 価  600万円 680万円

売 上 総 利 益  400万円 520万円

販売費及び一般管理費  200万円 220万円

営 業 利 益  200万円 300万円

 

なお、上記の予算策定上、製品Ｓの販売単価、変動費率および固定費については、当期実績からの変化はない

ものとされている。 

 

問１ 当期の損益分岐点売上高と安全余裕率を求めなさい。 

問２ 来期計画予算によれば、安全余裕率は何ポイント改善されるか。 

問３ 以下の文章を完成させなさい。 

来期計画予算について、営業部より「固定販売費を50万円追加投資すれば、販売量の増加により、売上高を現

在の予算額に対して10 ％増加させることが可能である」との申し出があった。また、製造部より「製造固定費を

100万円追加投資すれば、現在の製造変動費率を10ポイント改善させることが可能である」と報告された。 

営業利益がもっとも大きくなるのは、（① 営業部のみ ・ 製造部のみ ・ 営業部と製造部 ）の提案を織

り込んだ場合の計画予算であり、このとき、当初の計画予算よりも（ ② ）万円の増益が見込める。 
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平成 26 年度
 

第138回 日商簿記試験対策 
 

ラストスパート模試 

 

 
 

工 業 簿 記・原 価 計 算 

(商業簿記・会計学終了、休憩後開始 制限時間 １時間30分) 
 
 
 
 
 
 
 

(実際の試験では以下の文言が記載されています。) 

受験者への注意事項 

１．答案用紙は、持ち帰りできませんので必ず提出してください。持ち 

帰った場合は失格となり、以後の受験をお断りする場合があります。 

２．答えは定められたところにていねいに書いてください。 

３．答案の記入にあたっては、黒鉛筆または黒シャープペンを使用して 

ください。 

 
 

 

 

 
 
  

受験 
番号 

         
(禁無断転載) 

1 級 －Ⅱ 
第

２

予

想

答
案
用
紙

http://www.net-school.co.jp/
©Net-School 

 

工・原 2 - 1  

 工  業  簿  記  

問題（25点） 

第１問 

株式会社ＮＳ工業では部品Ｘを大量生産しており、全部実際工程別総合原価計算(累加法)によって製品原価の

計算を行っている。次に示す[資料]にもとづき、各問に答えなさい。 

[資料] 

１．部品Ｘの製造の流れ 

第１工程の始点で甲材料を投入し、第１工程の加工が終了したものは直ちに第２工程に振り替えられる。

第２工程では工程の 10％点で乙材料を追加投入し、最終完成品となる。なお、乙材料投入で第２工程仕掛品

の生産量は増加しない。また、最終完成品１個につき、第１工程完成品４㎏を消費する。 

当社では、第１工程の 40％点および第２工程の 60％点における検査により、第１工程では減損、第２工程

では仕損をそれぞれ把握している。 

 

２．当月の生産データ 

   第１工程   第２工程  

月初仕掛品   2,200 ㎏ (20％) 600 個 (30％) 

当 月 投 入   9,800 ㎏   ？個  

 合 計 
  12,000 

㎏ 
  

？ 個  

正 常 減 損   600 ㎏ (40％) ―  

正 常 仕 損   ―   300 個 (60％) 

月末仕掛品   1,800 ㎏ (50％) 500 個 (80％) 

差引：完成品   9,600 ㎏   ？ 個  

(注)(  )内の数値は加工進捗度を表している。 

 

３．当月の原価データ 

  第１工程 第２工程 

月初仕掛品原価 甲材料費 274,620 円 ―  円

 第１工程加工費 78,100 円 ―  円

 前工程費 ―  円 763,800 円

 乙材料費 ―  円 99,600 円

 第２工程加工費 ―  円 85,140 円

当月投入原価 甲材料費 1,255,380 円 ―  円

 第１工程加工費 1,855,100 円 ―  円

 前工程費 ―  円 ？  円

 乙材料費 ―  円 401,640 円

 第２工程加工費 ―  円 1,231,100 円

 

４．その他の計算条件等 

⑴ 原価配分方法は、第１工程は平均法、第２工程は先入先出法とする。 

⑵ 正常減損費および正常仕損費の会計処理方法は、理論的により正確な計算結果をもたらす方法による。 

⑶ 正常仕損は、すべて当月投入分から発生したと仮定する。なお、仕損品は１個当たり 62.7 円で外部に売

却することができると見積もられている。 

 

問１ ⑴ 第１工程完成品原価、⑵ 第１工程完成品単位原価、⑶ 第１工程月末仕掛品原価を求めなさい。 

問２ 仕掛品－第２工程勘定の記入を行いなさい。 

問３ 仮に第１工程の正常減損が40％点の検査で把握されたものではなく、工程を通じて平均的に発生していたと

する場合の、⑴ 第１工程完成品原価、⑵ 第１工程完成品単位原価、⑶ 第１工程月末仕掛品原価を求めなさい。
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解答は、すべて答案用紙に記入して必ず提出してください。

(禁無断転載) 

1 級 －Ⅰ 
第

３
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受験 
番号 

         平成26年度 ラストスパート模試・第 2 予想

第138回対策 答案用紙 

 
生年月日 昭・平  .  .  

           

           

 1  級 ③ 

 工 業 簿 記  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 

第１問 

問１ 

⑴ 第 １工程完 成品原 価 円 

⑵ 第１工程完成品単位原価 円／㎏

⑶ 第１工程月末仕掛品原価 円 

 

問２ 

  仕掛品―第２工程   (単位：円) 

月初仕掛品原価 (  ) 完 成 品 原 価   

当 月 投 入 原 価   前 工 程 費 (  ) 

前 工 程 費 (  ) 乙 材 料 費 (  ) 

乙 材 料 費 (  ) 加 工 費 (  ) 

加 工 費 (  ) 正常仕損費 (  ) 

     計  (  ) 

    仕 損 品 評 価 額 (  ) 

    月末仕掛品原価   

    前 工 程 費 (  ) 

    乙 材 料 費 (  ) 

    加 工 費 (  ) 

    正常仕損費 (  ) 

    計  (  ) 

借 方 合 計  (  ) 貸 方 合 計 (  ) 

 

問３ 

⑴ 第 １工程完 成品原 価 円 

⑵ 第１工程完成品単位原価 円／㎏

⑶ 第１工程月末仕掛品原価 円 

 

第２問 

① ② ③ ④ 

    

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 
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受験 
番号 

         平成26年度 ラストスパート模試・第 2 予想

第138回対策 答案用紙 

 
生年月日 昭・平  .  .  

           

           

 1  級 ④ 

 原 価 計 算  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 

 

 

第１問 

問１ 

 ＝ ４ ×ａ ＋  ×ｂ 

    

 ＝ 9,800 ×ａ ＋  ×ｂ 

問２ 

予定損益計算書 

 製品Ａ 製品Ｂ 製品Ｃ  合計 

計 画 販 売 数 量 (個) 500 300 1,100   － 

単位あたり貢献利益 (円) (     3,000 ) (     1,800 ) (     2,000 )  － 

貢 献 利 益 (千円) (     1,500 ) (       540 ) (     2,200 )  (     4,240 )

固 定 費 (千円)     (     3,800 )

予 算 営 業 利 益 (千円)     (       440 )

問３ 

 製品Ａ  個 
   

 製品Ｂ  個 
   

 製品Ｃ  個 

 営業利益増加額 千円 

問４ 

 ① Ａ ・ Ｂ (注)いずれか適切なほうを◯で囲むこと(⑤も同様)。 

 ②   個 

 ③  円 
   

 ④  円 

 ⑤ ある ・ ない  

 ⑥  円 

 

第２問 

問１ 損益分岐点売上高 万円 安全余裕率  ％ 
 

問２ ポイント  

 

問３ ①   営業部のみ ・ 製造部のみ ・ 営業部と製造部  ②   万円  
 

   (注) ①は、いずれか適切な語句を○で囲むこと 

 会    計    学  
 

商・会 3 - 3  

問題（25点） 

第１問 

次の文章の(   )の中に適切な語句を入れなさい。 

１．不動産の流動化において、不動産が特別目的会社に適正な価額で譲渡されているが、当該不動産に係るリス

クと経済価値のほとんどすべてが、譲受人である特別目的会社を通じて他の者に移転していると認められない

場合には、譲渡人は不動産の譲渡取引を(    )取引として会計処理する。  

２．在外支店の外国通貨で表示された財務諸表項目の換算によって生じた換算差額は、当期の(    )として

処理する。 

３．子会社の欠損のうち、当該子会社に係る少数株主持分に割り当てられる額が当該少数株主の負担すべき額を

超える場合には、当該超過額は、(    )の持分に負担させる。 

４．市場販売目的のソフトウェア及び自社利用のソフトウェアを資産として計上する場合には、(    )の区

分に計上しなければならない。 

５．過去勤務費用は、原則として各期の発生額を(    )以内の一定の年数で按分した額を毎期費用処理する。 

 

第２問 

ＮＳ商事株式会社(年１回３月末決算)は、次のような条件で普通社債を発行している。次の[資料]にもとづい

て、下記の設問の項目の金額を計算しなさい。なお、計算上端数が生じる場合には、そのつど千円未満を四捨五

入すること。また、解答上は社債の一年基準による分類は考えなくてよい。 

[資料] 

１．発行日：×１年４月１日  償還期限：５年 

２．額面金額：50,000千円   払込総額：47,000千円 

３．クーポン利子率：年５％  利払日：毎年３月末の年１回 

４．実効利子率：年7.35％ 

５．×２年３月31日以降、毎年度末に10,000千円ずつ５回にわたり抽選により償還する。 

６．額面総額と払込総額との差額は、すべて金利調整上の差額と認められる。 

設問：１. 償却原価法(定額法)を採用した場合、×１年度の社債利息の金額および×１年度末(償還後)の社債の 

帳簿価額を答えなさい。 

２. 償却原価法(利息法)を採用した場合、×１年度の社債利息の金額および×１年度末(償還後)の社債の

帳簿価額を答えなさい。 

 

第３問 

 次の取引にもとづいて、以下の問に答えなさい。×６年３月１日にＮ社(当社)は、売買目的で所有していた株

式(帳簿価額2,200千円、貸付時の時価2,240千円)をＳ社に貸し付けた。Ｓ社は、この株式を売却できる自由処分

権を有している。両社の会計期間は、４月１日から３月31日までである。 

１．×６年３月31日の株式の期末時価は、2,300千円であった。売買目的有価証券の評価は切放方式による。 

２．×６年４月10日にＳ社は株式を2,350千円で売却し、代金は当座預金口座に振り込まれた。 

３．×７年３月31日の株式の期末時価は、2,400千円であった。 

問１ ×６年３月期のＮ社の貸借対照表上の有価証券の額を答えるとともに、Ｎ社およびＳ社の財務諸表上の注

記の有無について、答案用紙の適切なものの番号に○をつけなさい。 

問２ ×７年３月期のＮ社の貸借対照表上の有価証券の額および×７年３月期のＳ社の貸借対照表上の売却借入

有価証券の額を答えるとともに、Ｎ社およびＳ社の財務諸表上の注記の有無について、答案用紙の適切なも

のの番号に○をつけなさい。 
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平成 26 年度
 

第138回 日商簿記試験対策 
 

ラストスパート模試 

 

 
 

商 業 簿 記・会 計 学 

(午前９時開始 制限時間 １時間30分) 
 
 
 
 
 
 
 

(実際の試験では以下の文言が記載されています。) 

受験者への注意事項 

１．答案用紙は、持ち帰りできませんので必ず提出してください。持ち 

帰った場合は失格となり、以後の受験をお断りする場合があります。 

２．答えは定められたところにていねいに書いてください。 

３．答案の記入にあたっては、黒鉛筆または黒シャープペンを使用して 

ください。 

 
 

 

 

 
 
  

受験 
番号 

         
(禁無断転載) 

1 級 －Ⅰ 
第

３

予

想

答
案
用
紙

http://www.net-school.co.jp/
©Net-School 

 商  業  簿  記  
 

商・会 3 - 1  

問題 (25点) 

 ＮＳ商事株式会社の×６年３月期(×５年４月１日～×６年３月31日)に係る下記の資料にもとづき、答案用紙

にある損益計算書を作成しなさい。なお、税効果会計(法定実効税率40％)を適用する。当期末の直物為替レート

は１ドル102円である。また、計算の過程で端数が生じる場合は、千円未満を四捨五入すること。 

[資料１] 

 決算整理前残高試算表 (単位：千円)

現 金 預 金 124,124 支 払 手 形 17,400 

受 取 手 形 43,100 買 掛 金 50,065 

売 掛 金 80,700 借 入 金 42,400 

試 用 未 収 金 23,000 繰 延 割 賦 売 上 利 益 31,500 

割 賦 売 掛 金 147,800 試 用 仮 売 上 23,000 

仮 払 金 18,000 貸 倒 引 当 金 2,335 

繰 越 商 品 19,080 建物減価償却累計額 84,000 

積 送 品 6,600 備品減価償却累計額 72,000 

試 用 品 ？ 資 本 金 250,000 

有 価 証 券 20,000 利 益 準 備 金 30,000 

建 物 200,000 繰 越 利 益 剰 余 金 56,330 

備 品 96,000 一 般 売 上 325,000 

長 期 貸 付 金 5,000 積 送 品 売 上 193,600 

仕 入 584,700 試 用 品 売 上 ？ 

販 売 費 81,672 割 賦 売 上 192,000 

一 般 管 理 費 22,100 有 価 証 券 運 用 損 益 20 

支 払 利 息 824 受 取 利 息 50 

 ？  ？ 

 

[資料２]  決算整理事項等および参考事項 

１ 当社では、一般販売のほか割賦販売(一般販売の20％増しの価格)と試用販売(一般販売の15％増しの価格)と委

託販売(諸掛費控除前の委託販売売価が一般販売の10％増しの価格)を行っている。 

前期の一般販売原価率は75％であり、当期の一般販売原価率は72％である。 

２ 委託販売については、積送時に仕入勘定から積送品勘定に振り替え、売上計算書入手時に積送品勘定から仕

入勘定に振り戻している。積送品売上は売上計算書の諸掛費を控除した差額を積送品売上(借方は売掛金)とし

ている。なお、積送品勘定期首残高は5,000千円であった。 

  当期末に売価2,750千円、諸掛費550千円の売上計算書を入手したが未処理であった。決算整理前残高試算表

の仕入勘定には当期分の積送品売上原価158,400千円(未処理分を除く)が含まれている。 

３ 試用販売については、試送時に対照勘定を用いて売価により備忘記録を行っている。試用未収金の当期の増

減は次のとおりである。 

 期首残高 試送高 買取高 期末残高 

前期試送分 18,400千円 － 18,400千円 － 

当期試送分 － 119,600千円 96,600千円 23,000千円 

４ 割賦販売の収益認識基準としては、回収期限到来基準を採用している。割賦売上利益率は当期中一定である

が、期によって異なる。なお、割賦売掛金の当期の増減は次のとおりである。 

 期首残高 商品引渡高 回収高 回収不能高 期末残高 

前期引渡分 93,600千円 － 48,000千円 1,800千円 43,800千円

当期引渡分 － 192,000千円 89,800千円 － 102,200千円
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平成 26 年度
 

第138回 日商簿記試験対策 
 

ラストスパート模試 

 

問 題 用 紙 
 

工 業 簿 記・原 価 計 算 

(商業簿記・会計学終了、休憩後開始 制限時間 １時間30分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

解答は、すべて答案用紙に記入して必ず提出してください。

(禁無断転載) 

1 級 －Ⅱ 
第

３

予

想

http://www.net-school.co.jp/
©Net-School 

受験 
番号 

         平成26年度 ラストスパート模試・第 3 予想

第138回対策 答案用紙 

 
生年月日      .  .  

           

           

 1  級 ① 

 商 業 簿 記  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

     
 

損 益 計 算 書 

            自×５年４月１日 至×６年３月31日     (単位：千円) 

Ⅰ 売   上   高   

 １ 一 般 売 上 高 ( )   

 ２ 積 送 品 売 上 高 ( )   

 ３ 試 用 品 売 上 高 ( )   

 ４ 割 賦 売 上 高 ( ) (  ) 

Ⅱ 売 上 原 価   

 １ 期 首 商 品 棚 卸 高 ( )   

 ２ 当 期 商 品 仕 入 高 ( )   

    合    計 ( )   

 ３ 期 末 商 品 棚 卸 高 ( )   

    差    引 ( )   

 ４ 棚 卸 減 耗 損 ( ) (  ) 

    差    引 (  ) 

    繰延割賦売上利益戻入 (  ) 

    繰延割賦売上利益控除 (  ) 

    売 上 総 利 益 (  ) 

Ⅲ 販売費及び一般管理費   

 １ 販   売   費 81,672   

 ２ 一 般 管 理 費 22,100   

 ３ 貸 倒 引 当 金 繰 入 ( )   

 ４ 減 価 償 却 費 ( ) (  ) 

    営 業 利 益 (  ) 

Ⅳ 営 業 外 収 益   

 １ 有 価 証 券 運 用 益 ( )   

 ２ 受 取 利 息 ( )   

 ３ (         ) ( ) (  ) 

Ⅴ 営 業 外 費 用   

 １ 支 払 利 息 ( )   

 ２ 投資有価証券評価損 ( ) (  ) 

    経 常 利 益 (  ) 

Ⅵ 特 別 損 失   

 １ 貸 倒 引 当 金 繰 入 ( )   

 ２ 関係会社株式評価損 ( ) (  ) 

    税引前当期純利益 (  ) 

    法人税、住民税及び事業税 ( )   

    法 人 税 等 調 整 額 ( ) (  ) 

    当 期 純 利 益 (  ) 
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受験 
番号 

         平成26年度 ラストスパート模試・第 3 予想

第138回対策 答案用紙 

 
生年月日      .  .  

           

           

 1  級 ② 

 会  計  学  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 
 

第１問 
 

１  ２  ３  

４  ５    

 

 

第２問 

 

１． ×１年度の社債利息の金額 千円

 ×１年度末の社債の帳簿価額 千円

  

２． ×１年度の社債利息の金額 千円

 ×１年度末の社債の帳簿価額 千円

 

 

第３問 

問１ Ｎ社の有価証券  千円

 

 注記の有無  Ｎ社 Ｓ社 

   １ 注記は必要である。 １ 注記は必要である。 
   
   ２ 注記は不要である。 ２ 注記は不要である。 

 

問２ Ｎ社の有価証券  千円
    

 Ｓ社の売却借入有価証券  千円

 

 注記の有無  Ｎ社 Ｓ社 

   １ 注記は必要である。 １ 注記は必要である。 
   
   ２ 注記は不要である。 ２ 注記は不要である。 

 

 

 

工・原 3 - 3  

第３問 

次の文章は、経営レバレッジ係数に関するものである。(  )内に入る適切な用語を下記の語群から選びなさ

い。 

１．経営レバレッジ係数とは、企業経営における( ① )の利用度を示す指標であり、その値は一期間の

( ② )を同期間の( ③ )で除すことによって求められる。( ① )の利用度が高く、貢献利益率の高い

企業の経営レバレッジ係数は相対的に( ④ )値となる。 

２．( ③ )の変化率は売上高の変化率に比例するが、経営レバレッジ係数はその比例係数である。よって、

景気変動による利益変動のリスクが低いのは経営レバレッジ係数が( ⑤ )企業である。 

３．経営レバレッジ係数は、( ⑥ )の逆数である。 

 

【語群】 

損益分岐点比率 変 動 費 安全余裕率 貢 献 利 益 生 産 能 力 

高   い 低   い 営 業 利 益 固 定 費 製造間接費 
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工 業 簿 記・原 価 計 算 

(商業簿記・会計学終了、休憩後開始 制限時間 １時間30分) 
 
 
 
 
 
 
 

(実際の試験では以下の文言が記載されています。) 

受験者への注意事項 

１．答案用紙は、持ち帰りできませんので必ず提出してください。持ち 

帰った場合は失格となり、以後の受験をお断りする場合があります。 

２．答えは定められたところにていねいに書いてください。 

３．答案の記入にあたっては、黒鉛筆または黒シャープペンを使用して 

ください。 

 
 

 

 

 
 
  

受験 
番号 

         
(禁無断転載) 

1 級 －Ⅱ 
第

３

予

想

答
案
用
紙

http://www.net-school.co.jp/
©Net-School 

 

工・原 3 - 1  

 工  業  簿  記  

問題（25点） 

第１問 

株式会社ＮＳ工業では、代替性のある２種類の材料を配合して製品Ｚを量産しており、修正パーシャルプラン

による全部標準原価計算を採用している。下記の[資料]にもとづき、各問に答えなさい。 

[資料] 

１．製品Ｚ12 ㎏あたりの原価標準 

⑴ 工程の始点において、α材料９㎏とβ材料６㎏を配合投入する。材料の標準単価は、α材料が１㎏あた

り 140 円、β材料が１㎏あたり 90 円である。なお、工程の終点で減損が生じている。 

⑵ 直接労務費について、標準賃率は１時間あたり 1,300 円、製品Ｚ12 ㎏の製造に対する標準直接作業時間

は３時間である。 

⑶ 製造間接費は公式法変動予算にもとづいており、月間の基準操業度は 3,500 直接作業時間、変動費率は

１時間あたり 300 円、月間固定費予算額は 1,750,000 円である。 

２．当月の生産実績 

⑴ 当月の直接材料実際投入量は、α材料が 9,880 ㎏(実際単価 135 円)、β材料が 6,370 ㎏(実際単価 100

円)であった。 

⑵ 当月の製品Ｚ完成量は 12,700 ㎏、減損発生量は 3,550 ㎏であった。なお、月初・月末仕掛品はなかった。 

⑶ 当月の直接作業時間は 3,320 時間(実際賃率 1,280 円)であった。 

⑷ 当月の製造間接費実際発生額は 2,838,000 円であった。このうち、変動費は 1,028,000 円、残りは固定

費である。 

 

問１ 当月の生産実績にもとづき、答案用紙の勘定連絡図を完成させなさい。 

 

問２ 当月の標準原価差異を分析し、答案用紙の「差異分析表その１」に記入しなさい。なお、操業度差異は実

際操業度と基準操業度との差にもとづいて算定する。 

 

問３ 材料歩留差異と材料配合差異の分析には、加重平均標準単価を用いて行う方法もある。このときの材料歩

留差異と材料配合差異の分析結果を答案用紙の「差異分析表その２」に記入しなさい。 

 

第２問 

ＭＫ工業株式会社では製品Ｇを量産しており、全部標準原価計算を採用している。下記の[資料]にもとづき、

各問に答えなさい。 

[資料] 

１．製品Ｇ１個あたりの正味標準原価 

直接材料費: ＠1,100 円 × ５㎏ ＝ 5,500 円

直接労務費: ＠2,000 円 × ４時間 ＝ 8,000 円

製造間接費: ＠1,500 円 × ４時間 ＝ 6,000 円

合 計    19,500 円

(注) 材料はすべて工程の始点で投入する。 

２．製品Ｇの製造上発生する仕損について 

⑴ 工程の加工進捗度 80 ％点において検査点を設け、仕損の発生を把握している。この仕損品には１個あた

り 4,700 円の処分価値がある。 

⑵ 製品Ｇの原価標準の設定上、正常仕損費を組み込んでいる。合格品数量に対する３％までを正常仕損と

し、それを超える仕損による損失は異常仕損費として記帳している。 

３．当月の生産実績について 

当月の完成品は 800 個、月末仕掛品は 180 個(加工進捗度 50 ％)、仕損の発生総量は 30 個である。なお、

月初仕掛品はなかった。 

 

問１ 製品Ｇの原価標準(１個あたりの総標準原価)を答えなさい。 

 

問２ 製品Ｇの当月の完成品標準原価、月末仕掛品標準原価および異常仕損費を答えなさい。 
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1 級 －Ⅰ 
ウ

ラ

予

想

http://www.net-school.co.jp/
©Net-School 

受験 
番号 

         平成26年度 ラストスパート模試・第 3 予想

第138回対策 答案用紙 

 
生年月日 昭・平  .  .  

           

           

 1  級 ③ 

 工 業 簿 記  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 

第１問 

問１ 下記の（  ）内に適切な金額を円単位で記入しなさい。 

なお、原価差異勘定について借方、貸方どちらに記入するかは各自で判断すること。 

 材 料    仕 掛 品  製 品 

   (  ) ( )(  ) (  )  

       (  )       

 賃 金    2,838,000       

   (  )         

        原 価 差 異      

 製造間接費   (  )(  )     

 2,838,000   2,838,000   (  )       

 

問２ （  ）内には、有利差異ならばＦ、不利差異ならばＵを記入すること。 

差異分析表その１ 

１．直接材料費差異 

 
消費価格差異 

消 費 量 差 異 

 材料歩留差異 材料配合差異 

α材料 円( ) 円( ) 円( ) 

β材料 円( ) 円( ) 円( ) 

２．直接労務費差異 

 
賃 率 差 異 

作業時間差異 

 労働歩留差異 労働能率差異 

 円( ) 円( ) 円( ) 

３．製造間接費差異 

 
予 算 差 異 

能 率 差 異 
操業度差異 

 製造間接費歩留差異 純粋な能率差異 

変動費 円( ) 円( ) 円( ) ― 

固定費 円( ) 円( ) 円( ) 円( )

 

問３ （  ）内には、有利差異ならばＦ、不利差異ならばＵを記入すること。 

差異分析表その２ 

直接材料費差異 

 消 費 量 差 異 

 材料歩留差異 材料配合差異 

α材料 円( ) 円( )

β材料 円( ) 円( )

 

第２問 

問１ 原価標準  円／個  

 

問２ 完成品標準原価 月末仕掛品標準原価 異常仕損費 

 円 円 円
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受験 
番号 

         平成26年度 ラストスパート模試・第 3 予想

第138回対策 答案用紙 

 
生年月日 昭・平  .  .  

           

           

 1  級 ④ 

 原 価 計 算  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 

 

 

第１問 

問１ 

(単位：千円)  

製品Ｘ 製品Ｙ 合計 

販売価格差異 （        ） （        ） （        ）

販売数量差異 （        ） （        ） （        ）

変動費差異 （        ） （        ） （        ）

貢献利益差異 （        ） （        ） （        ）

 
問２ 

(単位：千円)  

製品Ｘ 製品Ｙ 合計 

セールス・ミックス差異 （        ） （        ） （        ）

総販売数量差異 （        ） （        ） （        ）

合 計 （        ） （        ） （        ）

 
問３ 

加重平均貢献利益 （        ）円 

 
問４ 

市場占拠率差異 （        ）千円

市場総需要量差異 （        ）千円

合 計 （        ）千円

 
問５ 

① （        ）  

② （        ）  

③ （        ）  

④ （        ）  

 

第２問 

問１ 

万円 

 

問２ 

％  

 

第３問 

① ② ③ 

   

④ ⑤ ⑥ 

   

 

 

 

商・会 4 - 3  

採用されることがある。 

５．外貨建売買目的有価証券の決算時の円貨額は、外国通貨による時価を決算日レートによって換算し、その換

算差額は、為替差損益として処理する。 

 

第２問 

以下に示す当期(×５年４月１日～×６年３月31日)の取引にもとづいて、答案用紙に掲げる株主資本等変動計

算書(略式)を作成するとともに、仮に×５年９月30日を配当等の効力発生日とした場合における分配可能額を算

定しなさい。株主資本等変動計算書の金額が減少となる場合には数字の頭に△印を付すこと。 

 なお、前期末における「のれん」と「繰延資産」の残高はそれぞれ8,000万円、2,000万円であった。 

１．当期の×５年４月１日から×５年９月30日までの取引 

 ⑴ 剰余金の配当1,200万円(その他資本剰余金より300万円、繰越利益剰余金より900万円)を行った。なお、準

備金について会社法が定める額を積み立てている。 

 ⑵ 自己株式を180万円で取得した。 

 ⑶ 自己株式150万円を処分し160万円の払込みを受けた。 

 ⑷ 資本準備金80万円をその他資本剰余金に振り替えた。 

２．当期の×５年10月１日から×６年３月31日までの取引 

 ⑴ 新株を発行し2,000万円の払込みを受けた。 

 ⑵ 自己株式120万円を消却した。 

 ⑶ ×６年３月31日において、次の条件で前期首に発行した転換社債型新株予約権付社債(一括法で処理)につ

いて、新株予約権の25％の権利行使が行われ、新株を発行した。 

条件 額面総額800万円、社債額面100円につき100円で発行(社債部分の払込金額95円、新株予約権の払込金

額５円)。社債の償還期間は５年である。なお、利息は考慮しないものとする。 

３．決算に関する資料 

 ⑴ その他有価証券(取得原価600万円、前期末における時価450万円)の当期末における時価は650万円であった。

評価差額には実効税率を40％として税効果会計を適用する。 

 ⑵ 当期純利益は1,800万円であった。 

 

第３問 

問１ 下記[資料]にもとづき、答案用紙に示された当期の完成工事高、当期末の完成工事未収入金、工事損失引

当金、の金額をそれぞれ答えなさい。工事は前期に開始しており、当期末において未完成である。なお、工

事進行基準を採用し、工事進捗度は原価比例法により見積もる。 

見積工事収益総額 見積工事原価総額 当期工事代金受取額 前期実際工事原価 当期実際工事原価

10,000百万円 10,100百万円 3,000百万円 2,940百万円 4,130百万円

  ＜注＞ 資材の高騰により当期に工事原価総額の見積額が9,800百万円から10,100百万円に増加した。そのた

め、工事契約から損失の発生が見込まれる。ただし、工事契約金額の見直しは行われていない。 

      また、前期に工事代金は受け取っていない。 

問２ 以下の[資料]にもとづき、⑴×５年度(×５年４月１日から×６年３月31日まで)の損益計算書における支

払利息と⑵減価償却費、⑶×５年度末の貸借対照表の流動負債に表示されるリース債務および⑷固定負債に

表示されるリース債務をそれぞれ求めなさい。金額計算で端数が生じたときは千円未満を四捨五入すること。 

１ 当社は、×５年４月１日に備品を所有権移転ファイナンス・リース(リース期間４年)と認められる契約で取

得した。当社の決算は毎年３月末日である。備品の経済的耐用年数は５年である。 

２ リース料は毎年３月31日に１年分3,040千円を後払いし、備品の見積現金購入価額は11,500千円、当社の追加

借入利子率は年３％である。利息相当額は利息法により処理する。 

３ 備品の減価償却は200％定率法(保証率 0.10800、改定償却率 0.500)によって行う。 
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平成 26 年度
 

第138回 日商簿記試験対策 
 

ラストスパート模試 

 

 
 

商 業 簿 記・会 計 学 

(午前９時開始 制限時間 １時間30分) 
 
 
 
 
 
 
 

(実際の試験では以下の文言が記載されています。) 

受験者への注意事項 

１．答案用紙は、持ち帰りできませんので必ず提出してください。持ち 

帰った場合は失格となり、以後の受験をお断りする場合があります。 

２．答えは定められたところにていねいに書いてください。 

３．答案の記入にあたっては、黒鉛筆または黒シャープペンを使用して 

ください。 

 
 

 

 

 
 
  

受験 
番号 

         
(禁無断転載) 

1 級 －Ⅰ 
ウ

ラ

予

想

答
案
用
紙

http://www.net-school.co.jp/
©Net-School 

 商  業  簿  記  
   

商・会 4 - 1  

問題（25点） 

ＮＳ株式会社(以下、当社)の当期(×５年４月１日～×６年３月31日)に係る下記の資料にもとづき、答案用紙

の損益計算書を完成させるとともに、答案用紙にある貸借対照表項目の各金額を答えなさい。なお、純資産の項

目のうちマイナスとなるものには金額の前に「△」を付けること。 

１ 問題文に指示があるもののみ税効果会計(実効税率は40％)を適用する。 

２ 計算の過程で端数が生じた場合は、最終の数値の千円未満を四捨五入すること。 

〔資料Ⅰ〕                決算整理前残高試算表        (単位：千円) 

現 金 預 金 22,280 支 払 手 形 15,300 

受 取 手 形 26,780 買 掛 金 20,400 

売 掛 金 32,000 貸 倒 引 当 金 640 

有 価 証 券 12,140 退 職 給 付 引 当 金 ？ 

繰 越 商 品 15,500 建物減価償却累計額 6,300 

仮 払 金 5,800 備品減価償却累計額 5,000 

繰 延 税 金 資 産 4,932 リース資産減価償却累計額 ？ 

建 物 70,000 リ ー ス 債 務 ？ 

備 品 20,000 資 本 金 240,000 

リ ー ス 資 産 ？ 資 本 準 備 金 20,000 

土 地 378,209 そ の 他 資 本 剰 余 金 12,300 

長 期 貸 付 金 10,000 利 益 準 備 金 39,800 

自 己 株 式 5,000 繰 越 利 益 剰 余 金 127,250 

仕 入 163,580 売 上 ？ 

販売費及び一般管理費 3,195 受 取 利 息 配 当 金 350 

有 価 証 券 評 価 損 益 60   

 ？ ？ 

       繰延税金資産の内訳： 

貸倒引当金に係るもの132千円(流動資産)、退職給付引当金に係るもの4,800千円(固定資産) 

〔資料Ⅱ〕決算整理事項等 

１ 現金預金 

⑴ ×６年４月10日付けの小切手220千円を現金として処理していた。 

⑵ 得意先から売掛金1,000千円について当社の当座預金口座への振込があったが、その通知が当社に未達であ

った。 

２ 期末商品棚卸高 

帳簿棚卸高 530個 ＠36千円(原価)、実地棚卸高 500個 ＠35千円(正味売却価額) 

棚卸減耗損および商品評価損は、売上原価の内訳科目とする。なお、商品評価損は、税法上、全額否認され

るため、税効果会計を適用する。前期において商品評価損は計上されなかった。 

３⑴ 長期貸付金は、当初の返済期日×８年３月31日、利率年３％、利払日:毎年３月末(年１回)で、当期首に貸

し付けた。当期の利払いの後、利率を３％から１％に引き下げるとともに返済期日を１年延期する申し出が

あり当社は承諾した。 

当該貸付金を貸倒懸念債権に分類し、キャッシュ・フロー見積法により貸倒引当金を設定する。なお、税

法上の当該貸付金に係る貸倒引当金の損金算入限度額は116千円であるため、税効果会計を適用する。 

⑵ ⑴以外の債権はすべて一般債権であり、貸倒実績率法(過去の平均貸倒実績率２％)にもとづいて貸倒引当

金を差額補充法で計上する。なお、税法上の売上債権に係る貸倒引当金の損金算入限度額は580千円である

ため、税効果会計を適用する。また、前期において、税法上、売上債権に係る貸倒引当金繰入限度超過額が

330千円生じていたが当期に損金算入された。 

４ 有価証券 

銘 柄  取得原価  前期末時価 当期末時価 保有目的  備 考

Ａ社株式  3,140千円  3,200千円 3,340千円 売買目的  ⑴ 
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受験 
番号 

         平成26年度 ラストスパート模試・ウラ予想

第138回対策 答案用紙 

 
生年月日      .  .  

           

           

 1  級 ① 

 商 業 簿 記  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 
 

損 益 計 算 書 

             ×５年４月１日～×６年３月31日       (単位：千円)

Ⅰ 売 上 高     (  )

Ⅱ 売 上 原 価       

 １ 期 首 商 品 棚 卸 高  ( )    

 ２ 当 期 商 品 仕 入 高  ( )    

合    計  ( )    

 ３ 期 末 商 品 棚 卸 高  ( )    

    差    引  ( )    

 ４ 棚 卸 減 耗 損  ( )    

 ５ 商 品 評 価 損  ( ) (  )

売 上 総 利 益    (  )

Ⅲ 販売費及び一般管理費       

 １ 販売費及び一般管理費   3,195     

 ２ 貸 倒 引 当 金 繰 入  ( )    

 ３ 退 職 給 付 費 用  ( )    

 ４ 減 価 償 却 費  ( ) (  )

営 業 利 益    (  )

Ⅳ 営 業 外 収 益       

 １ 受 取 利 息 配 当 金   350     

 ２(                      )  ( ) (  )

Ⅴ 営 業 外 費 用       

 １ 支 払 利 息  ( )     

 ２ 貸 倒 引 当 金 繰 入  ( )  (  )

経 常 利 益    (  )

Ⅵ 特 別 損 失       

 １ 関係会社株式評価損  ( )     

 ２ 減 損 損 失  ( )  (  )

税 引 前 当 期 純 利 益    (  )

法人税、住民税及び事業税  ( )    

法 人 税 等 調 整 額  ( ) (  )

当 期 純 利 益    (  )

 

                                        (単位：千円) 

繰延税金資産(流動資産)   繰延税金資産(固定資産)  
  

リース債務(流動負債)   リース債務(固定負債)  
  

資 本 準 備 金   その他資本剰余金  
  

利 益 準 備 金   自 己 株 式  
  

その他有価証券評価差額金     
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受験 
番号 

         平成26年度 ラストスパート模試・ウラ予想

第138回対策 答案用紙 

 
生年月日      .  .  

           

           

 1  級 ② 

 会  計  学  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 
 

第１問 

１ ２ ３ ４ ５ 

     

 

第２問             株 主 資 本 等 変 動 計 算 書           (単位：万円) 

 

株  主  資  本 
評価・換 
算差額等 

純資産 
合計 

資 本 金 資本準備金 
その他資
本剰余金

利益準備金
繰越利益
剰余金 

自己株式 
その他有 
価証券評 
価差額金 

当期首残高 4,000 250 320 710 3,150 △320 △90 8,020 

当期変動額    

新株の発行    

新株予約権付社債の行使    

剰余金の配当    

準備金から 
剰余金への振替    

繰越利益剰余金による
その他資本剰余金の填補 

   

当期純利益    

自己株式の取得    

自己株式の処分    

自己株式の消却    

株主資本以外の項 
目の当期変動額    

当期変動額合計    

当期末残高    
 

分 配 可 能 額 万円

 
第３問 

問１ 

完 成 工 事 高  百万円

完成工事未収入金  百万円

工事損失引当金  百万円

問２ 

⑴ ×５年度の支払利息  千円

⑵ ×５年度の減価償却費  千円

⑶ ×５年度末のリース債務(流動負債)  千円
 

⑷ ×５年度末のリース債務(固定負債)  千円

  

工・原 4 - 3  

３．当社ではＲＯＩ(＝事業部営業利益÷総投下資本)によって各事業部の業績を評価しており、同時に事業部

長の賞与算定基準の一要素としている。なお、本社固定費は各事業部の総投下資本を基準に配賦し、本社固

定費配賦額を事業部貢献利益から控除した額を事業部営業利益とする。 

４．当社の資本コスト率は８％である。 

 

問１ 当期におけるＡ事業部の損益分岐点売上高と安全余裕率を求めなさい。なお、本社固定費の配賦を考慮す

る必要はない(以下の問２および問３についても同様)。 

問２ 当期におけるＢ事業部の損益分岐点売上高は 547,500 万円であった。[資料]１.における空欄①の金額を求

めなさい。 

問３ 当期におけるＣ事業部の経営レバレッジ係数は 3.125 であった。[資料]１.における空欄②の金額を求めな

さい。 

問４ 当期における各事業部のＲＯＩを答えなさい。 

問５ 各事業部は翌期の目標ＲＯＩを 10 ％と設定している。この目標達成に必要な売上高を求めなさい。 

問６ これまで、現在の事業部長の業績測定基準のもとでの事業部レベルの意思決定結果が必ずしも全社的な利

益の最大化を達成しえていないという問題点がたびたび指摘されていた。また、現在のその基準には、事業

部長が管理できない要素が含まれているという問題点もある。このため、事業部長の業績測定基準を管理可

能残余利益に変更することを検討している。そこで、各事業部の管理可能残余利益を求めなさい。 

問７ 各事業部間において、取扱製品の内部振替があるものとする。その内訳は次に示すとおりである。 

 振 替 額 (単位：万円)

Ａ事業部からＢ事業部へ 128,000  

Ａ事業部からＣ事業部へ 95,000  

Ｃ事業部からＢ事業部へ 67,000  

(注)・製品の内部振替価格は、市価基準によっている。 

・[資料]１.の損益計算書には、これらの振替額が反映されており、振替品の受入先ではすべて変動費

として扱っている。 

この場合の全社的な損益計算書を答案用紙の形式にしたがって作成しなさい。なお、売上高は外部公表用

の損益計算書上の数値を一致させること。 
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(実際の試験では以下の文言が記載されています。) 
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工・原 4 - 1  

 工  業  簿  記  

問題（25 点） 

製品Ⅹを製造・販売する当社は、全部標準原価計算を採用している。下記の[資料]にもとづいて、2xx4 年度第

２四半期（2xx4 年７月１日～同９月 30 日）の７月および８月の予算編成を行い、答案用紙の予定損益計算書と

予定貸借対照表を作成しなさい。ただし、５月および直前６月の活動はすべて予算（計画）通りに行われたもの

とする。また、法人税等の税率は 40％とする。なお、計算結果に端数が生じる場合は千円未満で四捨五入しなさ

い。 

[資料] 

１．製品Ｘ１個あたり標準原価 

直接材料費 300 円／kg×４kg／個 ＝  1,200円／個 

直接労務費 1,200 円／時間×１時間／個 ＝  1,200 

製造間接費     

変動費   600 円／時間×１時間／個 ＝ 600円／個  

固定費   400 円／時間×１時間／個 ＝ 400 1,000 

 合計   3,400円／個 

２．貸借対照表（2xx4 年６月 30 日）（単位：千円） 

流動資産  流動負債  

現 金 52,000  買掛金 29,220 

売掛金 92,500  借入金 80,000 

製 品 34,000  未払法人税等 21,140 

原 料 31,200  小計 130,360 

  小計 209,700  固定負債 0 

固定資産  株主資本  

土 地 852,040  資本金 1,600,000 

建物・設備 2,324,000  資本剰余金 500,000 

減価償却累計額 △685,740  利益剰余金 469,640 

小計 2,490,300  小計 2,569,640 

合  計 2,700,000  合  計 2,700,000 

３．予算データ 

⑴ 製品Ｘの予算販売単価 

製品Ｘは、４月から７月まで 5,000 円／個により、販売を行っていたが、需要拡大をねらって８月からは

値下げを行い、4,500 円／個で販売することにした。 

⑵ 製品Ｘの月別計画販売数量 

 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 

販 売 数 量 50 千個 45 千個 50 千個 60 千個 55 千個 50 千個 

⑶ 売上高の現金回収 

月間売上高の 70％は現金売上である。残り 30％は掛とするが、そのうち 20％は翌月末に、10％は翌々月

末にそれぞれ現金で回収する。なお、貸倒れはないものとする。 

⑷ 各月末の製品および原料の所要在庫量 

各月末の製品所要在庫量および原料所要在庫量は、それぞれ、翌月の製品計画販売量の 20％および原料計

画消費量の 50％である。なお、仕掛品の月末在庫はないものとする。 

⑸ 原料購入の現金支払 

月間原料購入額の 60％は購入時に現金で支払う。残り 40％は掛とするが、そのうち 30％は翌月末に、10％

は翌々月末にそれぞれ現金で支払う。なお、[資料]２.の買掛金のうち７月末の支払額は 23,340 千円である。 

⑹ 製造間接費予算 

変動製造間接費の予算は直接作業時間当たり 600 円、固定製造間接費の月次予算は 24,000 千円である。

24,000 千円の固定費のうち 4,720 千円は建物・設備減価償却費、その他の固定費及び変動費はすべて現金支

出費用である。なお、月間正常生産量と計画生産量との差から生ずる予定操業度差異は売上原価に賦課する。 

4 中綴本文.indd   31 2014/07/03   15:12:10



合
格
ア
シ
ス
ト
ノ
ー
ト

 
 

 
 

第
１

予
想

 
商
業
簿
記
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
合
格
ア
シ
ス
ト
ノ
ー
ト

 
 

 
 
第
１

予
想

 
商

業
簿

記
 

子
会

社
(Ａ

社
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

×
４

.3
.3

1
 

 
 

×
５

.3
.3

1
 

当
 
期

 
×

６
.3

.3
1

 

 
 

( 
 

 
)％

 
 

 
 

 
 

 

資
本

金
 

( 
 

 
)

 
( 

 
 

)
 

(
 

 
)

利
益

剰
余

金
 

( 
)

( 
)

(
)

評
価

差
額

金
 

( 
 

 
)

 
( 

 
 

)
 

(
 

 
)

評
価

差
額

 
( 

 
 

)
 

( 
 

 
)

 
(

 
 

)

合
 

 
計

  
( 

 
 

)
 

( 
 

 
)

 
(

 
 

)

Ｐ
社

持
分

 
( 

 
 

)
 

 
 

 
 

 
 

Ａ
株

式
 

( 
 

 
)

 
 

 
 

 
 

 

の
れ

ん
 

( 
)

( 
)

(
)

 在
外

子
会

社
(Ｂ

社
) 

P
/
L
 

 
外

 
貨

 
レ

ー
ト

 
円

 
貨

 
 

外
 

貨
 

レ
ー

ト
 

円
 

貨
 

売
上

原
価

 
( 

 
 

 
)

( 
 

 
 

)
( 

 
 

 
 

 
) 

売
上

高
( 

 
 

 
)

( 
 

 
 

)
( 

 
 

 
 

 
)

販
管

 
( 

 
 

 
)

( 
 

 
 

)
( 

 
 

 
 

 
) 

固
売

却
益

( 
 

 
 

)
( 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

)

貸
繰

 
( 

 
 

 
)

( 
 

 
 

)
( 

 
 

 
 

 
) 

為
替

差
益

―
 

―
 

( 
 

 
 

 
 

)

減
価

 
( 

 
 

 
)

( 
 

 
 

)
( 

 
 

 
 

 
) 

 
 

 

支
払

利
息

 
( 

 
 

 
)

―
 

( 
 

 
 

 
 

) 
 

 
 

法
人

税
等

 
( 

 
 

 
)

( 
 

 
 

)
( 

 
 

 
 

 
) 

 
 

 

純
利

益
 

( 
 

 
 

)
( 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

) 
 

 
 

 
( 

 
 

 
)

 
( 

 
 

 
 

 
) 

 
( 

 
 

 
)

 
( 

 
 

 
 

 
)

 

B
/
S

 

 
外

 
貨

 
レ

ー
ト

 
円

 
貨

 
 

外
 

貨
 

レ
ー

ト
 

円
 

貨
 

現
金

預
金

 
( 

 
 

 
)

( 
 

 
 

)
( 

 
 

 
 

 
) 

買
 
掛

 
金

( 
 

 
 

)
( 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

) 

売
掛

金
 

( 
 

 
 

)
( 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

) 
借

入
金

( 
 

 
 

)
( 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

)

商
品

 
( 

 
 

 
)

( 
 

 
 

)
( 

 
 

 
 

 
) 

貸
引

( 
 

 
 

)
( 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

)

備
品

 
( 

 
 

 
)

( 
 

 
 

)
( 

 
 

 
 

 
) 

資
本

金
( 

 
 

 
)

( 
 

 
 

)
( 

 
 

 
 

 
)

土
地

 
( 

 
 

 
)

( 
 

 
 

)
( 

 
 

 
 

 
) 

利
益

剰
余

金
( 

 
 

 
)

―
 

( 
 

 
 

 
 

)

 
 

為
調

―
 

―
 

( 
 

 
 

 
 

)

 
( 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

) 
 

( 
 

 
 

)
 

( 
 

 
 

 
 

)

在
外

子
会

社
(Ｂ

社
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

×
５

.3
.3

1
 

 
×

６
.3

.3
1

 
 

 
 

 

 
 

( 
 

 
)％

 
 

 
 

 
 

 
 

資
本

金
 

( 
 

 
)

 
(

 
 

)
 

 
 

 
 

利
益

剰
余

金
 

( 
)

(
)

 

為
調

 
 

 
0

 
(

 
 

)
 

 
 

 
 

合
 

 
計

  
( 

 
 

)
 

(
 

 
)

 
 

 
 

 

Ｐ
社

持
分

 
( 

 
 

)
 

 
 

 
 

 
 

 

Ｂ
株

式
 

( 
 

 
)

 
 

 
 

 
 

 
 

の
れ

ん
 

( 
)

 
 

 持
分

法
適

用
会

社
(Ｃ

社
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

×
4

.3
.3

1
 

 
×

５
.3

.3
1

 
当

 
期

 
 

×
６

.3
.3

1
 

 

 
 

( 
 

 
)％

 
 

 
 

 
 

 
 

資
本

金
 

( 
 

 
)

 
(

 
 

)
 

( 
 

 
) 

利
益

剰
余

金
 

( 
)

(
)

( 
) 

合
 

 
計

  
( 

 
 

)
 

(
 

 
)

 
( 

 
 

) 

Ｐ
社

持
分

 
( 

 
 

)
 

 
 

 
 

 
 

 

評
価

差
額

 
( 

 
 

)
 

 
 

 
 

 
 

 

Ｃ
株

式
 

( 
 

 
)

 
 

 
 

 
 

 
 

の
れ

ん
 

( 
)

(
)

( 
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

P
社

の
利

益
剰

余
金

当
期

首
残

高
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
P

社
の

利
益

剰
余

金
 

 
剰

余
金

の
配

当
 

当
期

首
 

 
( 

 
 

 
 

 
 

 
)

(差
額

) 

 
当

期
末

 
( 

 
 

 
 

 
 

 
)

 
 

当
期

純
利

益
 

 
( 

 
 

 
 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

 
 

)

 

○ 少
( 

 
 

 
 

) 
○ 少

( 
 

 
 

 
)

△
( 

 
 

 
 

) 
△

( 
 

 
 

 
) 

○ 少
( 

 
 

 
 

) 

○ 少
( 

 
 

 
 

) 

当
 

期

○ P
( 

 
 

 
 

) 
○ P

( 
 

 
 

 
)

△
( 

 
 

 
 

) 
△

( 
 

 
 

 
) 

○ 少
( 

 
 

 
 

) 
○ 少

( 
 

 
 

 
)

受験 
番号 

         平成26年度 ラストスパート模試・ウラ予想

第138回対策 答案用紙 

 
生年月日 昭・平  .  .  

           

           

 1  級 ③ 

 工 業 簿 記  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 

予定損益計算書(単位：千円) 

   ７月   ８月  

売 上 高  ( )  ( )

売 上 原 価  ( )  ( )

売 上 総 利 益  ( )  ( )

販売費・一般管理費  ( )  ( )

営 業 利 益  ( )  ( )

支 払 利 息  ( )  ( )

経 常 利 益  ( )  ( )

固定資産売却損益  ( )  ( )

税引前当期純利益  ( )  ( )

法 人 税 等  ( )  ( )

当 期 純 利 益  ( )  ( )

(注)固定資産売却損益は、売却損の場合、金額の前に△をつけること。 

 

予定貸借対照表(単位：千円) 

   ７月   ８月  

流 動 資 産       

現 金  ( )  ( )

売 掛 金  ( )  ( )

製 品  ( )  ( )

原 料  ( )  ( )

小 計  ( )  ( )

固 定 資 産       

土 地  ( )  ( )

建 物・設 備  ( )  ( )

減価償却累計額  ( )  ( )

小 計  ( )  ( )

合 計  ( )  ( )

流 動 負 債       

買 掛 金  ( )  ( )

借 入 金  ( )  ( )

未払法人税等  ( )  ( )

小 計  ( )  ( )

固 定 負 債  ( )  ( )

株 主 資 本       

資 本 金  ( )  ( )

資 本剰余 金  ( )  ( )

利 益剰余 金  ( )  ( )

小 計  ( )  ( )

合 計  ( )  ( )

 

4 中綴本文.indd   32 2014/07/03   15:12:10



受験 
番号 

         平成26年度 ラストスパート模試・ウラ予想

第138回対策 答案用紙 

 
生年月日 昭・平  .  .  

           

           

 1  級 ④ 

 原 価 計 算  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 

 

問１ 

損 益 分 岐 点 売 上 高 万円

安 全 余 裕 率 ％

 
問２ 

① 万円 

 
問３ 

② 万円 

 

問４ 

 Ａ事業部 Ｂ事業部 Ｃ事業部 

ＲＯＩ ％ ％ ％

 
問５ 

 Ａ事業部 Ｂ事業部 Ｃ事業部 

目 標 売 上 高 万円 万円 万円

 

問６ 

 Ａ事業部 Ｂ事業部 Ｃ事業部 

管 理 可 能 残 余 利 益 ( )      万円 ( )      万円 ( )      万円

(注) ( )内には、「＋」または「－」の記号を記入すること。 

 
問７ 

損益計算書    (単位：万円)

売 上 高 (        )

変 動 費 (        )

貢 献 利 益 (        )

管理可能個別固定費 878,500  

管 理 可 能 利 益 (        )

管理不能個別固定費 (        )

事 業 部 貢 献 利 益 (        )

本 社 固 定 費 450,000  

営 業 利 益 (        )

 
 

受験 
番号 

         平成26年度 ラストスパート模試・ウラ予想

第138回対策 答案用紙 

 
生年月日 昭・平  .  .  

           

           

 1  級 ③ 

 工 業 簿 記  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 

予定損益計算書(単位：千円) 

   ７月   ８月  

売 上 高  ( )  ( )

売 上 原 価  ( )  ( )

売 上 総 利 益  ( )  ( )

販売費・一般管理費  ( )  ( )

営 業 利 益  ( )  ( )

支 払 利 息  ( )  ( )

経 常 利 益  ( )  ( )

固定資産売却損益  ( )  ( )

税引前当期純利益  ( )  ( )

法 人 税 等  ( )  ( )

当 期 純 利 益  ( )  ( )

(注)固定資産売却損益は、売却損の場合、金額の前に△をつけること。 

 

予定貸借対照表(単位：千円) 

   ７月   ８月  

流 動 資 産       

現 金  ( )  ( )

売 掛 金  ( )  ( )

製 品  ( )  ( )

原 料  ( )  ( )

小 計  ( )  ( )

固 定 資 産       

土 地  ( )  ( )

建 物・設 備  ( )  ( )

減価償却累計額  ( )  ( )

小 計  ( )  ( )

合 計  ( )  ( )

流 動 負 債       

買 掛 金  ( )  ( )

借 入 金  ( )  ( )

未払法人税等  ( )  ( )

小 計  ( )  ( )

固 定 負 債  ( )  ( )

株 主 資 本       

資 本 金  ( )  ( )

資 本剰余 金  ( )  ( )

利 益剰余 金  ( )  ( )

小 計  ( )  ( )

合 計  ( )  ( )

 

4 中綴本文.indd   81 2014/07/03   15:12:22



合
格
ア
シ
ス
ト
ノ
ー
ト

 
 
 
 
ウ
ラ
予
想
 
会
計
学
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
合
格
ア
シ
ス
ト
ノ
ー
ト

 
 

 
 

ウ
ラ

予
想

 
会

計
学
 

第
２

問
 

剰
余

金
の

配
当

 

配
当

金
の

 １ 1
0 
：

( 
 

 
 

 
 

)×
 １ 1
0 
＝

( 
 

 
 
 

 
) 

準
備

金
積

立
限

度
額

：
( 

 
 

 
 

 
)×

 １ ４
 
－

｛
( 

 
 

 
 

 
)＋

( 
 

 
 

 
 

)｝
＝

( 
 

 
 

 
 

) 

準
備

金
積

立
額

：
( 

 
 

 
 

 
)＞

( 
 

 
 

 
 

) 
∴

 
( 

 
 

 
 

 
) 

 
 

 資
準

積
立

額
：
( 

 
 

 
 
 

)×
 

( 
 

 
 

 
 
)

( 
 

 
 

 
 

)＋
( 

 
 
 
 
 
) 
＝
( 

 
 
 
 
 
) 

 
 

 利
準

積
立

額
：
( 

 
 

 
 
 

)×
 

( 
 

 
 

 
 
)

( 
 

 
 

 
 

)＋
( 

 
 
 
 
 
) 
＝
( 

 
 
 
 
 
) 

 分
配

可
能

額
 

 
前

期
末

の
剰

余
金

：
( 

 
 

 
 

 
)＋

( 
 

 
 
 

 
)＝

( 
 
 
 
 
 
) 

 
分

配
時

の
剰

余
金

：
( 

 
 

 
 

 
)－

( 
 

 
 
 

 
)－

( 
 
 
 
 
 
)＋

( 
 
 
 
 
 
)＋

( 
 
 
 
 
 
) 

＝
( 

 
 

 
 

 
) 

 
分

配
時

の
自

己
株

式
：

( 
 

 
 

 
 
)＋

( 
 

 
 

 
 

)－
( 

 
 
 
 
 
)＝

( 
 
 
 
 
 
) 

 
分

配
時

ま
で

の
自

己
株

式
の

処
分

の
対

価
：

( 
 

 
 

 
 
) 

 
そ

の
他

有
価

証
券

評
価

差
額

金
(借

方
残

高
)に

係
る

分
配

制
限

額
：

( 
 
 
 
 
 
) 

 
の

れ
ん

等
調

整
額

：
( 

 
 

 
 

 
)÷

 ２
＋

 (
 

 
 

 
 

 
)＝

( 
 
 
 
 
 
) 

 
の

れ
ん

÷
２

 
 

：
( 

 
 

 
 

 
)÷

 ２
 ＝

( 
 

 
 
 

 
) 

  
分

配
制

限
額

 

 
本

書
の

解
説

で
は

、
次

の
(方

法
１

)を
記

載
し

て
い

ま
す

が
、

以
下

の
(方

法
２

)で
も

解
答

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

 

本
試

験
で

は
ど

ち
ら

か
の

解
き

や
す

い
方

法
で

解
答

す
る

よ
う

に
し

て
く

だ
さ

い
。

 

 

(方
法

１
) 

 
資

本
金

 
準

備
金

 
そ

の
他

資
本

剰
余

金
 

 
( 

 
 

 
 

) 
( 

 
 

 
 
) 

( 
 
 
 
 
) 

 

 
資

本
等

金
額

( 
 

 
 

 
) 

 
 

 
 

 
 

の
れ

ん
等

調
整

額
 

 
 

 
 

 
( 

 
 

 
 

) 
 

分
配

制
限

額
( 

 
 

 
 

) 

の
れ

ん
÷

２
 

 
 

 
 

 
( 

 
 

 
 

) 
 

 
 

      

(方
法

２
)  

 

の
れ

ん
÷

２
が 

 
の

れ
ん

等
調

整
額

が
 

 
 

「
の

れ
ん

等
調

整
額

」
( 

 
 

 
 

)
 

分
配

制
限

額
：

ゼ
ロ

 

 
 

と
 

 
 

「
の

れ
ん

÷
２

」
( 

 
 

 
 

)
 

「
資

本
等

金
額

」
( 

 
 

 
 

 
)

 
 

と
 

 
比

較
 

 
分

配
制

限
額

：
 

「
資

本
等

金
額

 
 

 
 

の
れ

ん
等

調
整

額
－

資
本

等
金

額
 

＋
そ

の
他

資
本

剰
余

金
」

( 
 

 
 

 
)

 
 

 
( 

 
 

 
 

)－
( 

 
 

 
 

) 

比
較

 
 

分
配

制
限

額
：

 
 

＝
( 

 
 

 
 

) 

 
 

そ
の

他
資

本
剰

余
金

＋
繰

延
資

産
 

 

 
 

 
 

 

第
３

問
 

工
事

契
約

 
前

 
 

 
 

期
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

実
際

工
事

原
価

 
( 

 
 

 
 

 
 

) 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

工
事

原
価

総
額

 
 

 
( 

 
 

 
 

 
 

) 
 

 
 

  
1

0
,0

0
0

×
 ( 

 
 

 
 

 
 

)

( 
 

 
 

 
 

 
) 

＝
( 

 
 

 
 

 
 

) 

 
 

 
当

 
 

 
 

期
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

実
際

工
事

原
価

 
( 

 
 

 
 

 
 

)＋
( 

 
 

 
 

 
 

) 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

工
事

原
価

総
額

 
 

 
( 

 
 

 
 

 
 

) 
 

 
 

  
1

0
,0

0
0

×
 ( 

 
 

 
 

 
 

)＋
( 

 
 

 
 

 
 

)

( 
 

 
 

 
 

 
)

 
－

( 
 

 
 

 
 

 
)＝

( 
 

 
 

 
 

 
) 

 
前

 
 

期
 

当
 

 
期

 
 

総
 

 
額

 

収
 

益
 

( 
 

 
 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

 
) 

費
 

用
 

( 
 

 
 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

 
)

損
益

累
計

 
( 

 
 

 
 

 
 

) 

利
 

益
 

( 
 

 
 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
 

 
) 

 
 

 

 
工

事
損

失
引

当
金

( 
 

 
 

 
 

 
) 

リ
ー

ス
  

 
当

 
 

期
 

 
 

 
 

 
×

５
.４

/
１

 
×

６
.３

/
3

1
 

×
７

.３
/
3

1
 

×
８

.３
/
3

1
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

リ
ー

ス
債

務
 ( 

 
 

 
 

)
 

( 
 

 
 

 
)

( 
 

 
 

 
)

固
定

負
債

 

 
リ

ー
ス

料
( 

 
 

 
 

)
リ

ー
ス

料
( 

 
 

 
 

)
 

 
 

 
支

払
利

息
( 

 
 

 
 

)
支

払
利

息
( 

 
 

 
 

)
 

 
 

 
返

 
済

 
額

( 
 

 
 

 
)

返
 
済

 
額

( 
 

 
 

 
)

流
動

負
債

 
 

 

○大

○大○小

○小

合
格
ア
シ
ス
ト
ノ
ー
ト

 
 

 
 

 
ウ

ラ
予

想
 

工
業
簿
記
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
合
格
ア
シ
ス
ト
ノ
ー
ト

 
 

 
 

 
ウ

ラ
予
想

 
工
業
簿
記

 

１
１

１
 

計
画

販
売

数
量

か
ら

製
品

・
原

材
料

・
買

掛
金

・
売

掛
金

の
月

末
残

高
を

計
算

し
ま

す
。

 

 ○ 製
 

        7
月

（
千

個
）

 
8

月
 

9
月

 
1

0
月

 

月
初

 
販

売
 

 
 

5
0

 
 

6
0

 
 

 
5

5
 

 
5

0

生
産

 
 

 
 

 
 

 
 

 

月
末

 
 

 
 

 
 

 
？

 
？

 
 

 
 

 
 

 
 

 ○ 原
 

     7
月

（
千

k
g
）

8
月

 
9

月
 

月
初

 
消

費
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

購
買
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８
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1
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1
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（
注

）
ボ

ッ
ク

ス
内

の
各

月
は

、
買

掛
金

の
決

済
が

行
わ

れ
る

月
を

表
し

て
い

る
。
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千
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（
注

）
ボ

ッ
ク

ス
内

の
各

月
は

、
売

掛
金

の
現

金
回

収
が

行
わ

れ
る

月
を

表
し

て
い

る
。

 

１
２

１
 

現
金

の
収

支
計

算
表
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借
入

金
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支
払

利
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算
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ま
す

。
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計
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８

月
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収
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収
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②
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③
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＋
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③
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月
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７
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購
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・
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月
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0
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円
/
k
g
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3
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円
 

７
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購
入

・
９
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0
％
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㎏

×
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0
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円
/
k
g
×

1
0
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＝
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円
 

×
50％

 

月
初

売
掛

金
 

５
月

売
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・
７

月
回

収
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0
％
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個
×
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0
0

円
/
個
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0
％

＝
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円
 

６
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売
上
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７
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収
(2

0
％
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個
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0
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円
/
個
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)千

円
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売
上

・
８
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収
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0
％
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個
×
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0
0

円
/
個

×
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0
％

＝
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)千

円
 

８
月

の
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掛
金
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８
月
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上

・
９
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収
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0
％
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)千

個
×
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0
0

円
/
個

×
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0
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円
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収
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個
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4
,5

0
0

円
/
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×
1

0
％
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１
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１
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平成 26 年度
 

第138回 日商簿記試験対策 
 

ラストスパート模試 

 

問 題 用 紙 
 

商 業 簿 記・会 計 学 

(午前９時開始 制限時間 １時間30分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

解答は、すべて答案用紙に記入して必ず提出してください。

(禁無断転載) 
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